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本
稿
は
、『
清
実
録
』
の
乾
隆
期
の
記
事
か
ら
、
現
在
の
中
華
人
民
共

和
国
雲
南
省
南
部
の
西
双
版
納
傣
族
自
治
州
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
シ
ャ
ン

州
東
部
、
タ
イ
国
の
北
部
に
関
連
し
た
も
の
を
選
び
だ
し
、
訳
注
を
つ

け
た
も
の
で
あ
る
。
紙
数
の
関
係
で
、
今
号
に
お
い
て
は
、
乾
隆
三
十

一
年
二
月
十
八
日
（
一
七
六
六
年
三
月
二
十
八
日
）
ま
で
の
記
事
を
取

り
上
げ
る
。

　

雲
南
省
南
部
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
シ
ャ
ン
州
東
部
、
ラ
オ
ス
北
部
、
タ

イ
国
北
部
一
帯
の
山
が
ち
な
地
域
は
、
現
在
は
国
境
に
よ
っ
て
四
か
国

に
分
か
れ
て
い
る
が
、
地
理
的
に
は
ひ
と
つ
な
が
り
の
地
域
で
あ
る
と

言
え
る
（
図

－

１
参
照
）。
そ
こ
に
分
布
す
る
盆
地
や
谷
間
の
小
平
野
に

は
、
主
に
タ
イT

ai

族
が
居
住
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
盆
地
を
基
盤
と

し
て
ム
ン
と
い
う
小
国
を
形
成
し
て
い
た
。
そ
れ
ら
タ
イ
族
の
ム
ン
の

間
で
は
、
人
々
の
交
流
・
戦
争
な
ど
の
直
接
的
な
接
触
が
常
時
な
さ
れ

て
き
た
。

　

ま
た
、
力
の
強
い
ム
ン
を
中
心
と
し
て
、
複
数
の
ム
ン
が
連
合
す
る

こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
現
在
の
西
双
版
納
傣
族
自
治
州
を
中
心
と

す
る
地
域
に
あ
っ
た
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
は
ム
ン
連
合
国
家
で
あ
り
、

ム
ン
・
ツ
ェ
ン
フ
ン
（
ツ
ェ
ン
フ
ン
、
景
洪
、
図

－

２
の
ａ
）
の
支
配

（
1
）

（
2
）
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』
中
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ソ
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者
が
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
全
体
を
も
統
括
す
る
立
場
に
あ
っ
た
。
ム
ン
・

ツ
ェ
ン
フ
ン
の
支
配
者
は
中
国
か
ら
は
宣
慰
使
と
い
う
土
司
職
を
、
ビ

ル
マ
王
朝
か
ら
も
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
支
配
者
と
し
て
の
称
号
を
与

え
ら
れ
、十
六
世
紀
後
半
か
ら
は
中
国
・
ビ
ル
マ
の
両
王
朝
に
従
っ
て
い

た
。

　

中
国
清
朝
に
つ
い
て
は
、
明
清
交
代
の
あ
と
、
初
め
は
雲
南
南
部
に

中
国
の
直
接
的
支
配
は
ご
く
部
分
的
に
し
か
及
ん
で
お
ら
ず
、
土
着
の

非
漢
族
有
力
者
に
は
土
司
、
土
官
の
官
職
が
与
え
ら
れ
、
実
質
上
は
彼

ら
に
よ
る
支
配
が
認
め
ら
れ
て
い
た
。
一
七
世
紀
末
に
な
る
と
、
土
司
、

土
官
を
廃
し
て
官
僚
を
派
遣
し
清
の
直
轄
地
と
し
て
支
配
す
る
（
改
土

帰
流
）
地
が
増
え
て
い
く
。
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
（
車
里
）
で
も
一
七

二
八
年
か
ら
改
土
帰
流
が
試
み
ら
れ
た
が
、
実
現
は
さ
れ
な
か
っ
た
。

代
わ
り
に
清
は
、
車
里
北
部
の
タ
イ
族
支
配
者
が
存
在
し
な
い
地
に
普

洱
府
を
一
七
二
九
年
に
建
て
た
。
次
い
で
、
タ
イ
族
支
配
者
と
共
存
す

る
形
で
思
茅
庁
を
一
七
三
五
年
に
設
置
し
て
普
洱
府
の
下
に
お
き
、
車

里
の
タ
イ
族
支
配
者
た
ち
は
思
茅
庁
に
所
属
す
る
と
い
う
形
が
整
え
ら

れ
た
。［K

ato 1997, 2015, 2018

］
こ
こ
に
お
い
て
、
現
在
の
シ
ャ
ン

州
東
部
か
ら
タ
イ
北
部
へ
と
続
く
地
域
は
、
普
洱
府
の
「
辺
外
」
と
い

う
位
置
づ
け
と
な
り
、
中
国
清
朝
の
当
該
地
域
に
対
す
る
認
識
も
徐
々

に
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、
少
な
く
と
も
一
七
五
〇
年
ご

（
3
）

（
4
）

（
5
）

ろ
ま
で
は
、
シ
ャ
ン
州
東
部
の
タ
イ
族
国
家
で
起
こ
っ
た
騒
乱
に
対
し

て
は
、
そ
れ
が
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
ま
で
及
ば
な
い
よ
う
に
防
備
を
固

め
る
と
い
う
の
が
清
の
一
貫
し
た
姿
勢
で
あ
っ
た
。［K

ato 2021

］

　

一
方
ビ
ル
マ
に
つ
い
て
は
、
一
七
五
二
年
に
ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
朝
（
復

興
タ
ウ
ン
グ
ー
朝
）
が
滅
亡
す
る
と
、
雲
南
省
南
部
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の

シ
ャ
ン
州
東
部
、
タ
イ
国
北
部
一
帯
の
タ
イ
族
地
域
へ
の
ビ
ル
マ
の
影

響
力
は
い
っ
た
ん
は
消
滅
し
た
。
し
か
し
新
た
に
成
立
し
た
コ
ン
バ
ウ

ン
朝
は
、
こ
の
地
域
の
タ
イ
族
国
家
を
朝
貢
国
と
し
て
従
え
よ
う
と
し

て
軍
を
送
っ
た
。

　

コ
ン
バ
ウ
ン
朝
の
軍
隊
が
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
至
る
と
、
そ
の
地

を
普
洱
府
・
思
茅
庁
に
所
属
す
る
中
国
の
「
内
地
」
で
あ
る
と
見
な
し

て
い
た
中
国
清
朝
は
対
抗
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
軍
隊
を
派
遣
す
る
。

こ
れ
が
清
緬
戦
争
の
始
ま
り
で
あ
る
。［K

ato 2022

］
本
稿
で
扱
う
史

料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
こ
の
清
緬
戦
争
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
今
号
で
扱
う
時
期
の
史
料
で
用
い
ら
れ
て
い
る
地
名
な
ど
に

つ
い
て
注
記
し
つ
つ
、
史
料
中
に
示
さ
れ
た
状
況
を
概
観
し
て
お
く
。

ま
ず
全
般
的
に
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
史
料
中
で
は
、
車
里

宣
慰
使
の
所
在
地
が
九
龍
江
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、ビ

ル
マ
軍
は
、
史
料
中
で
は
莽
賊
、
莽
匪
な
ど
と
示
さ
れ
る
。
シ
プ
ソ
ン

パ
ン
ナ
ー
へ
の
攻
撃
が
な
さ
れ
る
時
点
で
は
、
そ
こ
に
は
、
す
で
に
コ

（
6
）
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ン
バ
ウ
ン
朝
に
帰
順
し
て
い
た
チ
ェ
ン
ト
ゥ
ン
（
ケ
ン
ト
ゥ
ン
、
ム
ア

ン
ク
ン
、
史
料
中
で
は
孟
艮
、
猛
艮
、
勐
艮
）（
図

－

１
参
照
）
の
タ

イ
族
支
配
者
の
兵
力
が
加
わ
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
［Sao Saim

ong 

M
angrai 1981: 255; T

haw
i 1990: 58

］。
チ
ェ
ン
ケ
ン
（
整
謙
、
整

欠
）
や
ム
ン
ヨ
ン
（
猛
勇
）（
図

－

１
参
照
）
の
兵
力
が
加
わ
っ
て
い
た

可
能
性
も
あ
る
。

　

乾
隆
三
十
年
正
月
丙
子（
三
十
日
）の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
れ
よ
り
前

に
ビ
ル
マ
軍
は
車
里
宣
慰
使
、
す
な
わ
ち
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
支
配

者
の
宮
廷
の
あ
る
ツ
ェ
ン
フ
ン
の
ま
ち
（
史
料
中
で
は
宣
慰
土
城
と
示

さ
れ
る
）
を
い
っ
た
ん
は
占
領
し
た
が
、
そ
れ
を
こ
の
時
点
で
清
軍
が

奪
還
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
ビ
ル
マ
軍
が
拠
点
と
し
て
い
た
と
見
ら
れ

る
「
白
塔
寺
」
を
清
軍
が
破
っ
た
と
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
「
白
塔

寺
」
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
を
示
す
明
確
な
根
拠
は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
が
、
シ
ャ
ン
州
東
部
か
ら
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
へ
の
進
入
路
の
一
つ

に
あ
た
る
地
に
あ
る
、
ム
ン
ロ
ン
（
猛
籠
、
猛
龍
、
勐
龍
）（
図

－

２
の

ｈ
）
と
い
う
ム
ン
の
、
バ
ー
ン
・
フ
ェ
イ
ロ
ン
と
い
う
村
の
寺
院
（
現

在
は
「
曼
飛
竜
白
塔
」
と
一
般
に
呼
ば
れ
る
）
を
指
す
可
能
性
が
あ
ろ

う
。
こ
の
あ
と
一
年
近
く
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
や
シ
ャ
ン
州
東
部
の

情
勢
に
関
す
る
記
事
は
、『
清
実
録
』
中
に
は
見
ら
れ
な
い
。

　

乾
隆
三
十
年
十
二
月
庚
申
（
十
九
日
）
の
記
事
で
は
、
ビ
ル
マ
軍
（
莽

匪
）
が
ム
ン
プ
ン
（
猛
捧
）（
図

－

２
の
ｚ
）
の
土
司
の
と
こ
ろ
に
逃
げ

込
み
放
火
や
略
奪
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
清
は
討
伐
の
軍
を
派
遣
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ム
ン
プ
ン
は
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
中
で
も

南
東
部
の
、
現
在
の
中
国
と
ラ
オ
ス
と
の
国
境
付
近
に
あ
る
有
力
ム
ン

で
あ
る
。
こ
の
ム
ン
の
支
配
者
は
、
こ
の
時
点
で
ビ
ル
マ
側
に
与
し
て

い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　

そ
の
約
一
か
月
後
の
乾
隆
三
十
一
年
正
月
丙
戌
（
十
六
日
）
の
記
事

に
は
、
十
二
月
十
九
日
に
清
軍
は
九
龍
江
（
ツ
ェ
ン
フ
ン
、
図

－

２
の

ａ
）
一
帯
を
攻
撃
し
て
ビ
ル
マ
軍
の
陣
営
一
ヶ
所
を
破
り
、
翌
日
二
十

日
に
は
橄
欖
壩
（
ム
ン
ハ
ム
、
図

－

２
の
ｂ
）
一
帯
を
攻
撃
し
ビ
ル
マ

軍
の
陣
営
六
ヶ
所
を
破
っ
た
と
あ
る
。
清
軍
が
勝
利
し
た
報
告
で
は
あ

る
が
、
こ
れ
は
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
南
東
部
の
ム
ン
プ
ン
に
い
た
ビ

ル
マ
軍
が
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
中
心
部
ま
で
浸
透
し
た
こ
と
を
も
示
し

て
い
る
。
そ
し
て
十
二
月
二
十
一
日
に
は
、
別
方
面
の
ム
ン
ワ
ン
（
猛

往
、
図

－

２
の
ｒ
）
付
近
で
清
軍
は
ビ
ル
マ
軍
の
急
襲
に
よ
り
大
敗
し

た
こ
と
が
、
乾
隆
三
十
一
年
正
月
丙
戌
（
十
六
日
）
以
下
の
記
事
よ
り

読
み
取
れ
る
。
ム
ン
ワ
ン
は
、
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
中
で
は
北
部
に

位
置
す
る
ム
ン
で
あ
り
、
ビ
ル
マ
軍
は
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
で
も
あ
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
段
階
で
、
ビ
ル
マ
軍
は
、
シ
プ
ソ

ン
パ
ン
ナ
ー
の
ほ
ぼ
全
域
に
浸
透
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
（
7
）
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ソ
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～
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頁

注
（
１�

）
本
稿
で
は
、
タ
イT

ai

族
と
い
う
言
葉
を
、
南
西
タ
イ
語
を
話
す
人
々
を

指
す
も
の
と
し
て
用
い
る
。
タ
イT

hai

国
の
「
タ
イ
」
の
頭
子
音
が
有
気

音
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あ
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の
に
対
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う
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イT

ai

族
の
「
タ
イ
」
の
頭
子
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音
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あ
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。

（
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は
、
史
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勐
，
猛
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孟
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ど
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始
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地
名
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し
て
示

さ
れ
る
。
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
で
は
、
ム
ンm

oeng

と
い
う
発
音
に
近
く

な
る
。
タ
イ
国
語
の
ム
ア
ンเมือง

と
い
う
語
に
相
当
す
る
。

（
3�

）
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
の
各
ム
ン
に
つ
い
て
は
、
加
藤
久
美
子
「
ム
ン
連
合

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
に
お
け
る
ム
ン
ツ
ェ
ン
フ
ン
か
ら
見
た
諸
ム
ン
の
位
置

づ
け
」［
加
藤
二
〇
一
一
］
参
照
。

（
4�

）
元
代
に
は
、
一
二
九
六
年
に
徹
里
軍
民
総
管
府
が
建
て
ら
れ
た
。
明
代
に

な
る
と
車
里
軍
民
宣
慰
使
司
が
建
て
ら
れ
、
ム
ン
・
ツ
ェ
ン
フ
ン
の
支
配
者

は
宣
慰
使
に
任
命
さ
れ
た
。
清
代
に
は
、
一
六
六
〇
年
以
降
、
ム
ン
・
ツ
ェ

ン
フ
ン
の
支
配
者
は
正
式
に
宣
慰
使
に
任
命
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

（
5�

）
十
六
世
紀
後
半
に
タ
ウ
ン
グ
ー
朝
が
シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
を
朝
貢
国
と
し
、

ニ
ャ
ウ
ン
ヤ
ン
朝
（
復
興
タ
ウ
ン
グ
ー
朝
）
も
そ
れ
を
引
き
継
い
だ
。
ニ
ャ

ウ
ン
ヤ
ン
朝
の
影
響
力
は
、
同
様
に
シ
ャ
ン
州
に
も
タ
イ
北
部
に
も
及
ん
で

い
た
。

	

　

シ
プ
ソ
ン
パ
ン
ナ
ー
と
い
う
呼
称
の
起
源
は
、
タ
ウ
ン
グ
ー
朝
へ
の
貢
納

単
位
と
し
て
十
二
の
「
パ
ン
ナ
―
」
が
設
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
と
さ
れ
て

い
る
。

（
6�
）
訳
注
に
も
あ
る
よ
う
に
、
九
龍
江
は
瀾
滄
江
（
メ
コ
ン
河
）
の
当
地
に
お

け
る
別
名
で
あ
る
が
、
史
料
中
で
は
し
ば
し
ば
車
里
宣
慰
使
の
所
在
地
を
指

す
も
の
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
車
里
宣
慰
使
の
所
在
地
は
、
本
来
は
瀾
滄

江
西
岸
の
ツ
ェ
ン
フ
ン
（
図

－

２
の
ａ
）
で
あ
っ
た
が
、
状
況
に
よ
っ
て
瀾
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滄
江
の
対
岸
の
ム
ン
ヤ
ー
ン
ノ
イ（
図

－

２
の
ｂ
）に
移
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ

た
。

（
7�
）
乾
隆
三
十
一
年
正
月
丙
戌
（
十
六
日
）
の
記
事
で
は
、
乾
隆
帝
は
、
小
猛

養
（
ム
ン
ヤ
ー
ン
ノ
イ
、
図

－

２
の
ｄ
）、
橄
欖
壩
（
ム
ン
ハ
ム
、
図

－

２

の
ｂ
）、
猛
往
（
ム
ン
ワ
ン
、
図

－

２
の
ｒ
）
の
位
置
関
係
か
ら
、
雲
南
か

ら
の
報
告
に
虚
偽
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
が
、
猛
往
の
ビ

ル
マ
軍
は
小
猛
養
、
九
龍
江
、
橄
欖
壩
と
は
別
ル
ー
ト
で
入
っ
て
き
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。

訳
注

�
井　

上　
　

進

　

こ
の
訳
注
の
底
本
と
し
て
用
い
た
『
実
録
』
は
一
九
八
六
年
中
華
書

局
影
印
の
大
紅
綾
本
（
皇
史
宬
蔵
、
第
一
歴
史
档
案
館
見
蔵
本
）
で
、

従
前
の
通
行
本
た
る
盛
京
崇
謨
閣
本
（
満
州
国
国
務
院
影
印
、
な
い
し

そ
の
影
印
本
）
と
は
少
許
の
異
同
が
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
訳
出
部
分

に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
ら
は
す
べ
て
前
者
が
正
し
い
、
な
い
し
は
優

れ
て
い
て
、
そ
の
逆
と
い
う
事
例
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
稿
で
は
、

二
本
の
異
同
を
改
め
て
出
校
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
。

（
一
）『
高
宗
純
皇
帝
實
録
』
乾
隆
七
年
五
月
丁
亥
（
二
十
九
日
）

　

署
雲
南
總
督
張
允
隨
…
…
又
奏
。
普
洱
所
屬
猛
遮
界
外
之
孟
艮
酋
長

召
賀
䍐
、
橫
行
殘
虐
、
經
掌
管
地
方
之
叭
三
猛
等
逐
之
、
逃
入
緬
境
。

現
飭
土
千
總
防
範
各
隘
。
得
旨
。
惟
在
清
理
我
疆
、
嚴
謹
關
隘
也
。

　

代
理
雲
南
総
督
の
張
允
随
が
…
…
ま
た
こ
う
上
奏
し
た
。「
普
洱
府

に
属
す
猛
遮
（
ム
ン
ツ
ェ
ー
）（
と
緬
甸
の
）
境
界
の
向
こ
う
側
に
あ
る

孟
艮
（
チ
ェ
ン
ト
ゥ
ン
）
の
酋
長
召
賀
罕
は
、
ほ
し
い
ま
ま
に
残
虐
行

為
を
は
た
ら
い
た
た
め
、
そ
の
地
を
治
め
て
い
る
叭
三
猛
ら
が
彼
を
追

放
し
、
彼
は
緬
甸
境
内
に
逃
げ
込
み
ま
し
た
。
目
下
、
土
千
総
に
命
じ

て
要
害
各
地
を
警
戒
さ
せ
て
お
り
ま
す
」
と
。
ご
返
答
。「
わ
が
境
域
を

し
っ
か
り
治
め
、
関
所
の
管
理
を
厳
し
く
行
な
う
こ
と
こ
そ
が
肝
要
で

あ
る
」。

（
1�

）
代
理
と
訳
し
た
「
署
」
は
、
官
職
が
ほ
ぼ
同
等
の
他
官
が
そ
の
職
務
を
代

行
す
る
こ
と
。『
六
部
成
語
註
解
』（
内
藤
乾
吉
校
訂
、
一
九
四
〇
）
に
「
凡

各
官
、
以
下
理
上
、
以
小
理
大
、
護
其
印
務
、
皆
曰
護
理
。
曰
銜
職
相
当
者
、

則
為
署
理
」
と
い
う
と
お
り
で
あ
る
。「
護
理
」
の
語
は
ふ
つ
う
「
凡
上
官

公
出
、
不
久
回
者
、
則
由
属
員
暫
護
其
印
、
代
為
辦
事
」（
同
上
）
と
い
っ

た
場
合
に
用
い
ら
れ
る
。
な
お
総
督
は
従
一
品
、
巡
撫
は
従
二
品
で
、
そ
の

官
品
に
は
上
下
の
差
が
あ
る
も
の
の
、
両
者
は
上
司
と
下
僚
と
い
っ
た
統
属

関
係
に
は
な
く
、
と
も
に
皇
帝
に
直
属
す
る
平
行
関
係
に
あ
り
、
よ
っ
て
巡

（
1
）

（
2
）
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撫
が
総
督
の
職
務
を
代
行
す
る
場
合
は
護
理
で
は
な
く
署
理
と
な
る
。

	
　

張
允
随
は
雍
正
八
年
に
貴
州
布
政
使
よ
り
雲
南
巡
撫
に
昇
進
し
、
以
来

ず
っ
と
滇
撫
の
任
に
在
っ
た
が
、
乾
隆
六
年
に
至
り
署
雲
南
総
督
と
さ
れ
、

八
年
に
至
り
巡
撫
兼
任
の
総
督
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
彼
の
経
歴
に
つ
い
て

は
す
べ
て
『
実
録
』
で
確
認
で
き
る
が
、
こ
こ
で
は
『
実
録
』
等
に
も
と
づ

く
銭
実
甫
編
『
清
代
職
官
年
表
』（
中
華
書
局
、
一
九
八
〇
）
に
拠
っ
て
お
け

ば
十
分
で
あ
ろ
う
。

（
2�

）
土
千
総
と
は
千
総
の
官
銜
を
与
え
ら
れ
た
現
地
の
世
襲
土
官
。
千
総
は
緑

営
の
下
級
士
官
（
武
階
正
六
品
、『
清
史
稿
』
職
官
志
四
）。
各
地
に
駐
屯
す

る
緑
営
部
隊
は
い
く
つ
か
の
営
か
ら
な
り
、そ
の
営
は
さ
ら
に
い
く
つ
か
の
哨

に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
が
、
千
総
は
そ
の
哨
の
指
揮
官
（
織
田
萬
主
編
『
清

国
行
政
法
』
四
、
一
九
一
〇
）
で
、
同
じ
哨
の
指
揮
官
だ
が
よ
り
下
位
の
把

総
と
と
も
に
し
ば
し
ば
千
把
と
称
さ
れ
る
。

（
二
）
乾
隆
十
三
年
十
二
月
己
酉
（
二
十
九
日
）

　

雲
貴
總
督
張
允
隨
奏
。
雲
南
普
洱
邊
外
猛
勇
夷
目
、
恃
強
侵
擾
整
謙

夷
境
、
致
整
謙
夷
口
逃
避
普
洱
府
屬
之
猛
籠
界
上
。
該
夷
目
叭
勇
、
輒

聲
言
欲
進
猛
籠
。
臣
飭
車
里
宣
慰
司
刀
紹
文
、督
率
猛
籠
土
弁
、嚴
加
堵

截
、
不
得
出
境
多
事
。
緬
甸
莽
子
行
文
刀
紹
文
、
令
赴
猛
勇
和
解
、
該

土
司
稟
臣
請
示
。
臣
以
車
里
係
内
地
土
司
、
未
便
令
其
前
往
緬
甸
、
為

息
事
起
見
、
亦
未
可
竟
置
不
理
、
酌
令
轉
委
土
弁
代
往
。

　

雲
貴
総
督
張
允
随
が
こ
う
上
奏
し
た
。「
雲
南
省
普
洱
府
境
外
（
緬
甸

（
1
）

側
）
に
あ
る
猛
勇
（
ム
ン
ヨ
ン
）
の
夷
人
頭
目
は
、
強
勢
を
恃
ん
で
整

謙
（
チ
ェ
ン
ケ
ン
）
の
夷
人
地
域
に
侵
入
し
て
騒
動
を
引
き
起
こ
し
、

た
め
に
整
謙
の
夷
人
た
ち
が
普
洱
府
属
の
猛
籠
（
ム
ン
ロ
ン
）
と
の
境

界
線
ま
で
避
難
し
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の
夷
人
頭
目
叭
勇
は
、
猛
籠

に
進
出
す
る
つ
も
り
だ
、
な
ど
と
豪
語
し
さ
え
し
て
お
り
ま
す
。
わ
た

く
し
は
車
里
宣
慰
司
の
刀
紹
文
に
命
じ
、
猛
籠
の
土
兵
（
土
司
指
揮
下

の
兵
員
）
を
率
い
、
厳
密
な
防
御
措
置
を
取
り
、（
叭
勇
が
）
境
界
を
越

え
て
事
件
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
ビ

ル
マ
の
莽
子
は
刀
紹
文
に
文
書
を
送
り
、
猛
勇
に
赴
い
て
和
解
さ
せ
よ

う
と
し
て
い
て
、
こ
の
土
司
（
刀
紹
文
）
は
わ
た
く
し
に
指
示
を
仰
い

で
ま
い
り
ま
し
た
。
車
里
は
内
地
（
清
朝
境
域
内
）
の
土
司
で
あ
る
の

で
、
彼
を
ビ
ル
マ
に
行
か
せ
る
の
は
不
都
合
で
あ
り
ま
す
が
、
事
態
を

収
め
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
放
置
し
て
取
り
合
わ
な
い
と
い

う
の
も
よ
ろ
し
く
な
く
、
土
兵
に
し
か
る
べ
く
委
任
さ
せ
代
わ
り
に
行

か
せ
ま
し
た
。

（
1�

）
車
里
宣
慰
司
は
十
三
版
納
を
支
配
す
る
従
三
品
の
土
司
で
普
洱
府
に
属

し
、
当
時
の
雲
南
で
は
最
高
位
の
土
司
で
あ
っ
た
。
車
里
に
宣
慰
司
が
置
か

れ
た
の
は
明
の
洪
武
十
九
年
の
こ
と
で
，
初
代
宣
慰
使
に
任
命
さ
れ
た
の
は

刀
砍
で
あ
っ
た
（『
実
録
』
洪
武
十
九
年
十
一
月
癸
亥
条
）。
清
朝
に
入
っ
て

も
順
治
十
八
年
に
刀
穆
祷
が
そ
の
地
位
を
襲
封
し
た
と
い
い
（『
清
史
稿
』
職

官
志
四
）、
ず
っ
と
刀
氏
が
そ
の
地
位
を
世
襲
し
て
い
た
。
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茲
據
刀
紹
文
稟
稱
、
已
遣
幹
目
前
往
、
緬
甸
亦
差
夷
目
二
三
十
人
來
勇

勸
解
、
猛
勇
恃
強
不
依
。
又
據
猛
籠
土
把
總
刀
阿
興
稟
稱
、
十
月
十
一

日
、
景
線
頭
目
牛
萬
送
到
緬
文
内
稱
、
猛
勇
、
整
謙
兩
處
仇
殺
、
屢
勸

不
依
。
今
莽
王
差
掌
事
大
頭
人
來
、
必
要
調
理
妥
當
、
可
稟
宣
慰
各
守

各
界
、
不
要
著
人
來
等
語
。

今
、
刀
紹
文
か
ら
の
報
告
に
よ
る
に
、「
す
で
に
有
力
な
部
下
を
遣
わ
し

て
む
こ
う
に
赴
か
せ
、
ビ
ル
マ
側
も
そ
の
頭
目
二
、
三
十
人
を
猛
勇
に

派
遣
し
て
和
解
す
る
よ
う
勧
め
て
お
り
ま
す
が
、
猛
勇
（
の
頭
目
叭
勇
）

は
強
勢
を
恃
ん
で
言
う
こ
と
を
聞
こ
う
と
し
ま
せ
ん
」
と
の
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
猛
籠
の
土
把
総
刀
阿
興
の
報
告
に
よ
る
と
、「
十
月
十

一
日
に
景
線
（
チ
ェ
ン
セ
ン
）
の
頭
目
牛
万
が
送
っ
て
き
た
ビ
ル
マ
語

の
文
書
の
う
ち
に
い
う
に
は
、
猛
勇
と
整
謙
の
両
勢
力
は
憎
み
あ
っ
て

殺
し
あ
う
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、
し
ば
し
ば
和
解
を
勧
め
て
も
言
う
こ

と
を
聞
こ
う
と
し
な
い
。
今
、
莽
王
は
政
務
担
当
の
大
頭
目
を
差
し
向

け
、
必
ず
し
か
る
べ
く
調
停
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
、
宣
慰
使
（
の
刀

紹
文
）
に
は
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
境
域
を
守
っ
て
、
人
を
よ
こ
す
よ
う
に

は
し
な
い
で
も
ら
い
た
い
と
申
し
上
げ
て
お
い
て
ほ
し
い
、
と
言
っ
て

き
ま
し
た
」
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

臣
查
猛
勇
整
謙
、
俱
係
景
線
所
屬
、
景
線
向
服
緬
甸
、
該
二
處
夷
目
搆

釁
、
緬
甸
應
自
為
剖
斷
。
乃
始
則
行
文
刀
紹
文
、
會
同
勸
息
、
繼
又
令

牛
萬
寄
信
阻
止
。
臣
揣
情
形
、
大
率
夷
性
多
疑
、
始
慮
事
難
辦
理
、
欲

令
車
里
土
司
協
同
勸
諭
、
今
又
恐
内
地
土
弁
窺
見
彼
地
虛
實
、
故
又
阻

止
。

わ
た
く
し
が
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
猛
勇
と
整
謙
は
と
も
に
景
線
（
チ
ェ

ン
セ
ン
）
に
所
属
し
、
景
線
は
ず
っ
と
ビ
ル
マ
に
服
属
し
て
い
る
の
で
、

こ
の
両
地
の
夷
人
頭
目
に
よ
る
争
い
に
つ
い
て
は
、
ビ
ル
マ
側
が
自
ら

処
断
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
最
初
は
刀
紹
文
に
文
書
を
送
り
、

一
緒
に
和
解
さ
せ
よ
う
と
言
い
な
が
ら
、
そ
の
後
ま
た
牛
万
に
書
簡
を

送
ら
せ
て
こ
れ
を
取
り
や
め
よ
う
と
致
し
ま
し
た
。
こ
の
現
状
に
つ
き

わ
た
く
し
が
判
断
い
た
し
ま
す
に
、
お
お
よ
そ
夷
人
は
生
来
猜
疑
心
が

強
く
、
始
め
は
こ
の
件
の
処
理
が
難
し
い
こ
と
を
慮
っ
て
、
車
里
の
土

司
に
協
同
し
て
和
解
を
勧
め
よ
う
と
言
い
な
が
ら
、
今
に
な
っ
て
ま
た

内
地
の
土
兵
が
か
の
地
の
内
情
を
見
透
か
す
こ
と
を
恐
れ
、
そ
れ
で
ま

た
取
り
や
め
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

在
緬
甸
、
既
不
願
内
地
弁
目
渉
伊
境
界
、
自
必
令
伊
頭
目
調
停
妥
帖
、

事
屬
易
結
。
臣
現
檄
令
普
洱
鎮
府
、嚴
飭
各
猛
土
弁
、於
沿
邊
要
隘
加
意

（
1
）

（
2
）
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防
範
。
得
旨
。
知
道
了
。
邊
夷
固
當
將
就
了
事
、
以
夷
治
夷
。
但
不
可

令
其
騷
擾
内
地
可
也
。

ビ
ル
マ
側
で
は
、
内
地
の
士
官
が
彼
の
境
界
に
入
る
こ
と
を
望
ん
で
い

な
い
の
で
、
当
然
必
ず
や
彼
ら
の
側
の
頭
目
に
う
ま
く
調
停
さ
せ
る
は

ず
で
、
そ
う
な
れ
ば
事
態
を
収
拾
す
る
こ
と
も
難
し
く
な
い
で
し
ょ
う
。

わ
た
く
し
は
今
、
普
洱
の
総
兵
と
知
府
に
指
示
し
、
各
猛
（
村
落
）
の

土
兵
に
、
辺
境
沿
い
の
要
衝
を
特
に
気
を
つ
け
て
警
戒
す
る
よ
う
き
び

し
く
命
じ
さ
せ
ま
し
た
」
と
。
ご
返
答
。「
わ
か
っ
た
。
辺
境
の
夷
人

は
む
ろ
ん
何
と
か
ご
ま
か
し
て
こ
と
を
収
め
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
夷
を

も
っ
て
夷
を
治
め
る
と
い
う
こ
と
だ
。
彼
ら
が
内
地
を
騒
が
せ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
し
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
」。

（
1�

）
普
洱
に
は
総
兵
官
が
指
揮
す
る
鎮
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
普
洱
の
三
営
と

威
遠
、
景
蒙
二
営
を
統
轄
し
て
い
た
（『
清
史
稿
』
兵
志
二
）。
こ
こ
で
「
鎮
」

と
い
っ
て
い
る
の
は
普
洱
鎮
総
兵
官
の
こ
と
。

（
2�

）
猛
は
タ
イ
語
の
訳
字
で
勐
、
あ
る
い
は
孟
な
ど
と
も
表
記
さ
れ
、
す
で
に

上
文
で
何
度
か
登
場
し
て
い
る
よ
う
に
、
雲
南
の
タ
イ
族
地
区
で
は
地
名
に

よ
く
用
い
ら
れ
る
。
も
と
も
と
は
平
地
の
意
で
、
そ
こ
か
ら
集
落
な
い
し
小

国
家
ま
で
を
も
指
す
。

（
三
）
乾
隆
三
十
年
正
月
丙
子
（
三
十
日
）

　

雲
南
巡
撫
常
鈞
奏
。
九
龍
江
領
兵
参
將
劉
明
智
等
、
攻
破
白
塔
寺
莽

賊
、
乘
勝
奪
回
宣
慰
土
城
、
飛
報
捷
音
。
得
旨
。
有
旨
諭
劉
藻
。
小
小

之
勝
、
何
足
侈
言
捷
音
。
汝
非
未
經
大
敵
者
比
、
何
乃
亦
入
綠
旗
之
習
。

　

雲
南
巡
撫
常
鈞
が
こ
う
上
奏
し
た
。「
九
龍
江
で
指
揮
を
執
っ
て
い
る

参
将
劉
明
智
ら
が
、
白
塔
寺
の
莽
賊
を
破
り
、
勝
ち
に
乗
じ
て
宣
慰
土

城
を
奪
回
し
、
た
だ
ち
に
勝
利
の
報
告
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た
」
と
。

ご
返
答
。「
命
令
を
下
し
て
（
雲
貴
総
督
）
劉
藻
に
諭
す
。
ご
く
ご
く
小

さ
な
勝
ち
い
く
さ
に
す
ぎ
ず
、
自
慢
げ
に
「
勝
利
の
報
告
」
な
ど
と
い

う
に
ど
う
し
て
足
り
よ
う
。
お
前
は
大
敵
に
対
し
た
こ
と
が
な
い
よ
う

な
者
と
は
わ
け
が
違
う
の
に
、
ど
う
し
て
ま
た
緑
営
の
風
気
に
染
ま
っ

て
し
ま
っ
た
の
か
」。

（
1�

）
参
将
は
緑
営
の
将
校
で
副
将
の
下
位
、
遊
撃
の
上
位
。
旗
兵
の
将
校
で
あ

れ
ば
都
統
、
副
都
統
、
参
領
な
ど
と
な
る
。
雲
貴
の
戦
闘
で
は
弓
騎
兵
を
主

体
と
す
る
八
旗
で
は
な
く
、
歩
兵
を
主
体
と
す
る
緑
営
が
ま
ず
戦
闘
に
投
入

さ
れ
た
。（『
清
史
稿
』
兵
志
二
に
「
自
康
熙
征
三
藩
時
、
用
旗
・
緑
兵
至
四

十
万
。
雲
貴
多
山
地
、
緑
営
歩
兵
居
前
、
旗
兵
継
之
、
所
向
輒
捷
」
と
あ
る
。）

（
2�
）
旨
と
諭
は
と
も
に
皇
帝
の
命
を
伝
え
る「
お
こ
と
ば
」で
、
諭
旨
と
熟
し
て

用
い
ら
れ
も
す
る
が
、
そ
の
間
に
は
区
別
も
あ
る
。
嘉
慶
『
大
清
会
典
』
三

に
「
特
降
者
為
諭
、
因
所
奏
請
而
降
者
為
旨
、
其
或
因
所
奏
請
而
即
以
宣
示

中
外
者
、
亦
為
諭
」
と
あ
る
と
お
り
、
諭
は
皇
帝
の
意
志
に
よ
っ
て
発
せ
ら

れ
る
も
の
、
旨
は
臣
下
の
奏
請
に
対
す
る
返
答
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
も
の
で

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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あ
る
。
な
お
こ
こ
に
「
有
旨
諭
劉
藻
」
と
あ
る
の
は
、
返
答
と
し
て
劉
藻
に

諭
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
上
奏
に
対
す
る
返
答
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
「
宣

示
中
外
者
」
で
あ
る
の
で
「
諭
」
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

（
3�

）
綠
旗
は
緑
営
、
す
な
わ
ち
召
募
し
た
漢
人
の
み
か
ら
な
る
軍
隊
。
乾
隆
中

期
で
あ
れ
ば
、
八
旗
の
戦
闘
力
は
す
で
に
大
幅
に
低
下
し
て
い
た
だ
ろ
う
が
、

少
な
く
と
も
理
念
的
に
は
な
お
清
朝
軍
事
力
の
中
核
を
な
す
精
鋭
で
あ
り
、

緑
営
は
あ
く
ま
で
補
助
、
補
完
的
な
役
割
を
果
た
す
二
流
の
兵
力
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。「
綠
旗
之
習
」
と
は
そ
の
よ
う
な
二
流
の
、
大
規
模
な
戦
争
を
経

験
し
て
い
な
い
よ
う
な
軍
人
の
風
気
と
い
う
こ
と
。

（
四
）
乾
隆
三
十
年
十
二
月
庚
申
（
十
九
日
）

　

諭
軍
機
大
臣
等
。
據
劉
藻
等
奏
、莽
匪
竄
入
猛
捧
等
土
司
地
方
、肆
行

焚
掠
、
現
在
飭
派
營
協
各
員
、
調
兵
進
勦
、
並
親
往
督
辦
一
摺
。
此
等
醜

類
、
野
性
難
馴
、
敢
於
擾
害
邊
境
、
非
大
加
懲
創
、
無
以
警
兇
頑
而
申

國
法
。
劉
藻
等
既
經
調
兵
進
勦
、
必
當
窮
力
追
擒
、
搗
其
巣
穴
、
務
使

根
株
盡
絶
、
邊
徼
肅
清
。
恐
劉
藻
拘
於
書
生
之
見
、
意
存
姑
息
、
僅
以

驅
逐
出
境
、
畏
威
逃
竄
、
遂
爾
苟
且
了
事
。
不
知
匪
徒
冥
頑
不
靈
、
乘

釁
生
事
、
視
以
為
常
。
前
此
阿
溫
波
半
扎
乃
占
一
案
、
未
嘗
不
重
治
其

罪
、
甫
經
半
載
、
仍
敢
怙
惡
不
悛
。
即
其
屢
擾
邊
界
、
已
屬
罪
無
可
逭
、

此
次
若
復
稍
存
寬
縱
、
難
保
其
不
再
干
犯
。
養
癰
貽
患
之
說
、
尤
不
可

不
深
以
為
戒
。
著
將
此
傳
諭
劉
藻
知
之
。

（
1
）

（
2
）

　

軍
機
大
臣
ら
に
こ
う
諭
し
た
。「
劉
藻
ら
の
奏
摺
に
よ
れ
ば
、
莽
匪
は

猛
捧
（
ム
ン
プ
ン
）
土
司
の
と
こ
ろ
に
逃
げ
込
み
、
ほ
し
い
ま
ま
に
放

火
や
略
奪
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
今
、
営
・
協
（
督
撫
等
に
属
す
緑

営
の
編
成
単
位
）
の
各
員
に
そ
れ
ぞ
れ
命
じ
、
兵
力
を
動
員
し
て
討
伐

に
向
か
わ
せ
つ
つ
あ
り
、
ま
た
自
ら
も
出
向
い
て
こ
れ
を
監
督
指
揮
す

る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
醜
類
は
、
野
蛮
に
生
ま
れ
つ

い
て
い
て
矯
正
し
が
た
く
、
は
ば
か
る
こ
と
な
く
騒
ぎ
を
起
こ
し
て
は

辺
境
に
害
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
大
い
に
懲
ら
し
め
て
や
ら
な
け
れ
ば
、

そ
の
暴
虐
を
い
ま
し
め
て
国
法
を
伸
長
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
劉

藻
ら
は
す
で
に
兵
力
を
動
員
し
て
討
伐
に
向
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、

必
ず
全
力
で
追
跡
逮
捕
し
、
そ
の
巣
窟
を
叩
き
つ
ぶ
し
、
徹
底
的
に
根

絶
し
、
辺
境
が
安
定
す
る
よ
う
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
恐
ら
く
劉
藻
は

（
現
実
・
実
務
に
う
と
い
）
書
生
風
の
考
え
に
引
き
ず
ら
れ
て
適
当
な
と

こ
ろ
で
手
を
緩
め
て
し
ま
い
、
た
だ
彼
ら
が
境
外
に
追
い
払
わ
れ
、
わ

が
威
光
を
畏
れ
て
逃
げ
隠
れ
て
し
ま
え
ば
、
も
う
そ
れ
で
う
や
む
や
の

ま
ま
任
務
完
了
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
賊
ど
も
は
教
え
を
施
し
よ
う

の
な
い
愚
昧
の
徒
で
あ
り
、
す
き
あ
ら
ば
騒
ぎ
を
起
こ
し
、
そ
れ
を
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
分
か
っ
て
い
な
い
の
だ
。

以
前
、
阿
温
波
半
扎
乃
占
の
一
件
で
は
、
き
び
し
く
そ
の
罪
を
治
め
な

か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
わ
ず
か
半
年
た
つ
と
、
も
う
以
前
に
変
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わ
ら
ず
悪
事
を
は
た
ら
き
ま
っ
た
く
悔
い
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
彼
ら

が
し
ば
し
ば
辺
境
を
騒
が
し
た
と
い
う
だ
け
で
も
、
そ
の
罪
は
も
は
や

逃
れ
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
の
に
、
今
回
も
し
ま
た
わ
ず
か
で
も
対
応

を
緩
め
る
な
ら
ば
、
彼
ら
は
再
び
悪
事
を
し
で
か
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。

「
で
き
も
の
を
放
置
し
た
あ
げ
く
自
ら
わ
ざ
わ
い
を
招
く
」
と
い
う
こ
と

ば
は
、
と
り
わ
け
深
く
い
ま
し
め
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
上
の
命
令

を
劉
藻
に
伝
え
て
承
知
せ
し
め
よ
」
と
。

（
1�

）「
猛
捧
等
土
司
地
方
」
の
「
等
」
は
「
な
ど
」
で
は
な
く
、
公
文
書
に
お

け
る
一
種
の
接
尾
辞
み
た
い
な
も
の
で
、「
地
方
」
に
も
特
に
積
極
的
な
意

味
は
な
い
だ
ろ
う
。
浙
江
巡
撫
が
「
巡
撫
浙
江
等
処
地
方
」
で
あ
る
よ
う
な

も
の
。

（
2�

）「
拠
…
奏
、
…
…
一
摺
」
の
「
一
摺
」
は
、
一
般
の
下
行
文
書
で
言
え
ば

「
…
等
情
」「
…
等
語
」
と
い
っ
た
こ
と
ば
と
同
じ
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
「
と
い
う
奏
摺
で
あ
っ
た
」
な
ど
と
は
せ
ず
、

「
…
の
奏
摺
に
よ
れ
ば
、
…
…
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
訳
し
て
い
る
。

（
五
）
乾
隆
三
十
一
年
正
月
丙
戌
（
十
六
日
）

　

雲
貴
總
督
劉
藻
奏
。
據
總
兵
劉
德
成
等
報
稱
、
十
二
月
十
九
日
、
攻

九
龍
江
一
路
、
破
賊
營
一
座
、
二
十
日
、
攻
橄
欖
壩
一
路
、
破
賊
營
六

座
。
又
據
報
稱
、
二
十
一
日
、
官
兵
行
至
猛
往
、
猝
遇
莽
匪
由
山
箐
夾

衝
、
將
軍
裝
搶
去
、
遊
擊
明
浩
被
賊
鏢
傷
、
參
將
何
瓊
詔
等
不
知
下
落
。

隨
差
弁
往
査
、
飛
檄
防
兵
土
練
、
前
往
應
援
。
並
咨
會
提
臣
達
啓
等
、
相

機
接
應
。
二
十
四
日
、
又
據
整
控
差
弁
面
稟
、
何
瓊
詔
等
已
沒
於
賊
。

査
整
控
江
有
山
僻
小
徑
、
可
至
普
洱
府
城
、
軍
需
銀
兩
及
火
藥
軍
裝
悉

貯
於
此
、
所
係
更
重
、
乃
暫
至
普
洱
駐
劄
。
至
何
瓊
詔
等
、
原
令
其
在

整
控
江
防
匪
竄
入
、
乃
不
奉
軍
令
、
妄
圖
邀
功
、
輕
進
致
敗
、
罪
有
攸

歸
。
謹
由
四
百
里
馳
奏
。

　

雲
貴
総
督
劉
藻
が
こ
う
上
奏
し
た
。「
総
兵
劉
徳
成
ら
の
報
告
に
よ
る

と
、
十
二
月
十
九
日
に
九
龍
江
一
帯
を
攻
撃
し
、
賊
の
陣
営
一
ヶ
所
を

破
り
、
二
十
日
に
は
橄
欖
壩
（
ム
ン
ハ
ム
）
一
帯
を
攻
撃
し
、
賊
の
陣

営
六
ヶ
所
を
破
っ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
つ
い
で
続
報
に
よ
れ

ば
、
二
十
一
日
に
官
兵
が
猛
往
（
ム
ン
ワ
ン
）
ま
で
進
軍
す
る
と
、
突

然
莽
匪
が
山
中
の
竹
林
か
ら
挟
み
撃
ち
の
襲
撃
を
し
か
け
、
装
備
を
奪

い
取
り
、
遊
擊
明
浩
は
賊
の
投
げ
槍
で
負
傷
し
、
参
将
何
瓊
詔
ら
は
行

方
不
明
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
す
ぐ
さ

ま
兵
員
を
遣
わ
し
て
調
査
せ
し
め
、
防
兵
（
地
方
駐
屯
の
緑
営
兵
）
と

土
練
（
土
司
の
統
制
下
に
あ
る
現
地
民
兵
）
に
檄
を
飛
ば
し
て
救
援
に

向
か
わ
せ
ま
し
た
。
ま
た
あ
わ
せ
て
提
督
達
啓
ら
に
も
知
ら
せ
、
機
を

見
て
応
援
す
る
よ
う
依
頼
い
た
し
ま
し
た
。
二
十
四
日
、
ま
た
整
控
に

派
遣
し
た
兵
員
が
直
接
わ
た
く
し
に
報
告
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
何

（
1
）

（
2
）

（
3
）
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瓊
詔
ら
は
す
で
に
賊
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
、
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

調
べ
た
と
こ
ろ
整
控
江
に
は
深
い
山
の
中
に
普
洱
府
城
に
通
じ
て
い
る

小
径
が
あ
り
ま
す
が
、
軍
が
用
い
る
銀
両
や
火
薬
、
装
備
は
す
べ
て
そ

こ
（
普
洱
府
城
）
に
貯
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
重
要
性
は
格
別
で
あ
る

の
で
、
よ
っ
て
ま
ず
は
普
洱
に
出
向
い
て
駐
屯
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。
何
瓊
詔
ら
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
整
控
江
で
匪
徒
が
入
り
込

ん
で
く
る
の
を
防
ぐ
よ
う
命
じ
て
あ
っ
た
の
に
、
あ
ろ
う
こ
と
か
軍
令

に
従
わ
ず
、
み
だ
り
に
手
柄
を
立
て
よ
う
と
は
か
り
、
軽
率
に
進
軍
し

て
敗
北
を
招
い
た
の
で
あ
り
、
罪
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ

り
ま
す
。
以
上
、
謹
ん
で
一
日
四
百
里
の
駅
逓
を
も
っ
て
急
ぎ
上
奏
い

た
し
ま
す
」
と
。

（
1�

）
防
兵
は
防
汛
兵
の
略
称
。
鄭
観
応
『
盛
世
危
言
』
民
団
上
に
「
各
処
汛
地

防
兵
」
と
あ
る
の
が
こ
れ
で
、
そ
の
汛
と
は
『
六
部
成
語
註
解
』
に
「
緑
営

官
員
所
轄
之
本
処
、
曰
汛
地
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
防
兵
と
は
地
方
に
駐
屯
す

る
緑
営
部
隊
の
兵
員
と
い
う
こ
と
。

	

　

土
練
は
土
司
の
指
揮
下
に
あ
る
部
隊
も
し
く
は
兵
員
。
そ
の
「
練
」
と
は
、

民
間
人
に
訓
練
を
施
し
て
兵
士
と
し
た
一
種
の
民
兵
で
、
清
末
に
活
躍
し
た

「
団
練
」
の
「
練
」。
土
官
と
か
中
国
王
朝
に
服
属
し
て
い
な
い
「
夷
人
」
首

長
に
属
す
る
兵
員
の
場
合
は
、
た
と
え
ば
昭

『
嘯
亭
雑
録
』
五
、
緬
甸
帰

誠
始
末
に
「（
乾
隆
二
十
七
年
）
宮
裏
雁
…
…
帯
練
一
千
三
百
人
」
と
あ
る
よ

う
に
、
往
々
「
兵
」
で
は
な
く
「
練
」
の
字
を
用
い
る
。

（
2�

）
咨
会
と
は
咨
文
を
も
っ
て
知
会
（
通
知
）
す
る
こ
と
。
雲
貴
総
督
と
提
督

に
は
統
属
関
係
が
な
く
、
と
も
に
皇
帝
に
直
属
す
る
平
行
関
係
な
の
で
、
両

者
の
間
で
の
文
書
の
や
り
取
り
は
咨
文
を
用
い
る
こ
と
に
な
る
。

（
3�

）
嘉
慶
『
会
典
』
三
十
九
に
よ
れ
ば
「
凡
駅
逓
、
験
以
火
票
、
定
其
遅
速
之

限
。（
注
）
公
文
限
馬
上
飛
逓
者
、
日
行
三
百
里
。
其
緊
急
公
文
、
則
標
明

四
百
里
、
五
百
里
、
六
百
里
、
按
限
馳
逓
」
と
い
う
。
つ
ま
り
劉
藻
の
奏
摺

が
「
四
百
里
」
で
送
ら
れ
た
の
は
、
緊
急
報
告
と
し
て
は
も
っ
と
も
遅
い
も

の
で
あ
っ
た
の
で
、
下
文
に
あ
る
と
お
り
乾
隆
帝
よ
り
叱
責
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
の
で
あ
る
。

得
旨
。
如
此
軍
機
、
何
不
即
用
六
百
里
飛
遞
。
適
又
據
常
鈞
奏
報
刁
派

先
一
案
、
並
有
旨
諭
卿
。
總
之
此
事
似
不
可
中
止
。
小
小
懲
創
了
事
、

莫
若
大
舉
以
靖
其
源
、
或
俟
兵
威
齊
集
、
再
行
進
發
亦
可
。
卿
祇
宜
調

度
鎮
撫
、
攻
戰
之
事
、
應
督
催
達
啓
奮
勇
為
之
。
綠
旗
兵
已
不
足
稱
勇
、

况
土
練
乎
。
若
再
加
之
以
詐
偽
、
更
不
可
問
矣
。
此
最
宜
留
心
者
。

ご
返
答
。「
こ
れ
ほ
ど
重
大
な
軍
事
情
報
で
あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
一
日

六
百
里
の
（
最
速
）
駅
逓
を
用
い
な
い
の
か
。
ち
ょ
う
ど
今
ま
た
（
雲

南
巡
撫
）
常
鈞
が
（
孟
連
土
司
）
刁
派
先
の
一
件
を
報
告
し
て
き
た
の

で
、
そ
れ
に
対
す
る
上
旨
の
中
で
君
に
対
す
る
命
令
も
伝
え
て
お
い
た
。

要
す
る
に
、
こ
の
事
案
は
途
中
で
止
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

ち
ょ
っ
と
ば
か
り
懲
ら
し
め
て
そ
れ
で
終
わ
り
と
す
る
よ
り
は
、
大
規

模
な
攻
撃
に
よ
っ
て
根
源
か
ら
平
定
し
て
し
ま
う
方
が
よ
く
、
あ
る
い

（
1
）
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は
兵
力
が
集
結
す
る
の
を
待
っ
て
、
そ
れ
か
ら
軍
を
進
め
て
も
よ
い
。

君
は
た
だ
兵
力
の
配
備
と
調
整
に
務
め
て
お
れ
ば
よ
く
、
戦
闘
に
つ
い

て
は
（
提
督
）
達
啓
が
勇
猛
に
戦
う
よ
う
監
督
し
促
す
べ
き
で
あ
る
。

緑
営
の
兵
は
も
は
や
れ
っ
き
と
し
た
軍
人
と
は
い
え
ず
、
ま
し
て
土
司

の
兵
な
ど
論
外
で
あ
る
。
そ
の
上
さ
ら
に
ご
ま
か
し
が
加
わ
る
な
ら
ば
、

も
う
ど
う
に
も
話
に
な
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
も
っ
と
も
気
を
つ
け
る

べ
き
こ
と
で
あ
る
」。

（
1�

）
刁
派
先
に
つ
い
て
は
、
下
文
に
「
該
撫
所
奏
孟
連
土
司
刁
派
先
、
係
緬
甸

国
支
裔
」
と
あ
る
。

　

諭
軍
機
大
臣
等
。
劉
藻
奏
進
勦
莽
匪
情
形
一
摺
、
已
詳
悉
批
諭
矣
。

該
督
因
整
控
江
有
山
僻
小
徑
、
可
通
普
洱
、
因
回
至
普
洱
府
駐
劄
防
守
、

所
見
亦
是
。
但
此
等
莽
匪
敢
於
抗
拒
官
兵
、
非
小
小
懲
創
所
可
了
事
。

况
綠
旗
兵
本
不
能
勵
勇
衝
鋒
、
而
其
素
習
詐
偽
、
更
不
足
信
、
若
調
遣

無
多
、
輕
率
前
進
、
既
於
征
勦
無
益
、
且
恐
賊
匪
輕
視
官
軍
、
轉
得
肆

其
猖
獗
。
該
省
各
鎮
協
駐
兵
不
下
數
萬
、
自
應
調
選
精
銳
、
以
供
驅
策
。

此
時
不
妨
暫
為
整
兵
靜
鎮
、
俟
各
路
兵
調
集
後
、
即
行
鼓
勇
前
進
、
扼

要
勦
擒
、
俾
賊
匪
無
從
竄
逸
、
庶
得
盡
絕
根
株
、
以
清
邊
徼
。

　

軍
機
大
臣
ら
に
こ
う
諭
し
た
。「（
雲
貴
総
督
）
劉
藻
が
上
し
て
き
た

（
1
）

莽
匪
討
伐
の
現
状
に
関
す
る
奏
摺
に
対
し
て
は
、
す
で
に
こ
と
細
か
く

硃
批
を
も
っ
て
指
示
し
て
お
い
た
。
該
督
（
劉
藻
）
は
整
控
江
に
は
普

洱
に
通
ず
る
深
山
の
小
径
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
普
洱
府
に
も
ど
っ
て
駐

屯
し
そ
こ
を
防
衛
拠
点
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
考
え
は
な
か

な
か
よ
ろ
し
い
。
た
だ
か
の
莽
匪
ど
も
は
は
ば
か
る
こ
と
な
く
官
兵
に

手
向
か
っ
て
お
り
、
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
懲
ら
し
め
た
だ
け
で
お
仕
舞
い

に
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
ま
し
て
緑
営
の
兵
は
も
と
も
と
勇

を
奮
っ
て
敵
陣
に
突
撃
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
し
、
し
か
も
彼
ら
は

平
素
か
ら
ご
ま
か
し
ば
か
り
で
、
ま
っ
た
く
信
用
し
が
た
い
の
で
あ
る

か
ら
、
も
し
動
員
し
え
た
兵
力
が
多
く
な
い
の
に
軽
々
し
く
進
軍
し
た

り
す
れ
ば
、
討
伐
に
役
立
た
ぬ
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
は
賊
ど
も
が
官
軍

を
軽
ん
じ
、
か
え
っ
て
猖
獗
を
極
め
る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
だ
ろ

う
。
こ
の
（
雲
南
）
省
の
各
総
兵
官
に
配
置
さ
れ
て
い
る
協
営
の
駐
屯

兵
員
は
数
万
を
下
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
こ
れ
を
動
員
し
て
精
鋭
部
隊
を

編
成
し
、
戦
力
と
し
て
用
い
る
べ
き
で
あ
る
。
今
は
と
り
あ
え
ず
軍
を

休
ま
せ
て
じ
っ
と
し
て
い
て
い
れ
ば
よ
く
、
各
方
面
の
兵
力
が
集
結
し

た
ら
、
た
だ
ち
に
勇
を
奮
っ
て
進
軍
し
、
拠
点
を
制
圧
し
て
敵
を
捕
獲

殲
滅
し
、
賊
ど
も
が
も
は
や
逃
げ
隠
れ
で
き
ぬ
よ
う
に
せ
よ
。
さ
す
れ

ば
彼
ら
を
根
絶
や
し
に
し
、
辺
境
を
安
定
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
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（
1�
）「
鎮
協
」
と
い
う
の
は
鎮
標
の
協
営
を
謂
お
う
。
各
省
の
緑
営
兵
は
総
督
、

巡
撫
、
提
督
、
総
兵
な
ど
が
直
轄
す
る
各
標
（
督
標
、
撫
標
、
提
標
、
鎮
標

…
）に
所
属
し
、
ま
た
各
標
は
若
干
営
に
分
か
れ
る
が
、
場
合
に
よ
っ
て
さ
ら

に
そ
の
上
位
区
分
と
し
て
協
を
設
け
る
こ
と
も
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
「
鎮

協
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
総
兵
官
の
下
に
あ
る
協
と
営
を
指
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。
以
上
は
嘉
慶
『
会
典
』
に
も
と
づ
く
『
清
国
行
政
法
』
四
の

説
明
に
よ
る
。

至
摺
内
稱
、
十
九
、
二
十
等
日
、
由
小
猛
養
分
兵
渡
江
、
攻
九
龍
江
橄

欖
壩
等
處
、
並
有
捷
獲
。
今
按
圖
内
道
里
、
詳
為
記
誌
、
則
橄
欖
壩
等
處

在
小
猛
養
之
前
、
猛
往
在
後
。
官
兵
既
分
路
勦
截
、
何
以
莽
匪
復
得
潛

越
小
猛
養
渡
江
、
退
至
猛
往
竄
伏
、
以
致
衝
散
官
兵
、
明
浩
、
何
瓊
詔
等

有
遇
賊
被
傷
之
事
。
其
理
殊
不
可
解
。
此
非
繪
圖
有
舛
、
即
係
所
報
不

實
。
著
將
朕
硃
筆
記
誌
之
圖
發
去
、
該
督
細
看
自
知
。
仍
著
另
繪
詳
細

清
圖
、
註
明
貼
説
呈
覽
。
軍
行
要
務
、
奏
報
宜
速
、
此
後
如
有
應
行
奏

聞
機
宜
、
俱
由
六
百
里
馳
遞
。
將
此
傳
諭
劉
藻
知
之
。

こ
の
奏
摺
の
中
で
は
「
十
九
、
二
十
日
に
小
猛
養
（
ム
ン
ヤ
ー
ン
ノ
イ
）

か
ら
兵
を
分
け
て
江
を
渡
り
、
九
龍
江
（
ツ
ェ
ン
フ
ン
）、
橄
欖
壩
（
ム

ン
ハ
ム
）
な
ど
を
攻
撃
し
、
と
も
に
勝
ち
を
収
め
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
今
、
地
図
上
の
路
程
に
よ
っ
て
詳
し
く
注
記
を
加

え
て
み
る
と
、
橄
欖
壩
な
ど
は
小
猛
養
の
前
に
在
り
、
猛
往
は
後
ろ
に

（
1
）

在
る
。
官
兵
は
各
ル
ー
ト
に
分
か
れ
て
掃
討
に
向
か
っ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
ど
う
し
て
莽
匪
が
ま
た
こ
っ
そ
り
小
猛
養
を
越
え
て
江
を
渡
り
、

猛
往
ま
で
退
却
し
て
待
ち
伏
せ
し
、
官
兵
を
蹴
散
ら
か
し
、
明
浩
、
何

瓊
詔
ら
が
賊
の
襲
撃
を
受
け
て
負
傷
す
る
、
と
い
っ
た
こ
と
が
起
こ
り

う
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
。
そ
の
わ
け
は
何
と
も
説
明
が
つ
か
な
い
。

こ
れ
は
絵
図
に
誤
り
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
報
告
に
虚
偽
が
あ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
朕
が
硃
筆
で
も
っ
て
注
記
を
加
え
た
図
を
送
ら
せ
る
の

で
、
該
督
（
劉
藻
）
も
よ
く
よ
く
見
れ
ば
お
の
ず
と
こ
の
こ
と
を
理
解

で
き
よ
う
。
そ
の
上
で
な
お
別
に
詳
細
な
地
図
の
定
本
を
描
き
、
説
明

を
き
ち
ん
と
注
記
し
て
上
覧
に
差
し
出
せ
。
軍
事
行
動
の
重
大
案
件
と

な
れ
ば
、
そ
の
報
告
は
迅
速
で
あ
る
べ
き
で
、
今
後
も
し
上
奏
し
て
報

告
す
べ
き
機
密
情
報
が
あ
れ
ば
、
す
べ
て
六
百
里
の
駅
逓
で
知
ら
せ
よ
。

以
上
の
命
令
を
劉
藻
に
伝
え
て
承
知
せ
し
め
よ
」
と
。

（
1�

）「
九
龍
江
橄
欖
壩
等
處
」
の
九
龍
江
は
、
顧
祖
禹
『
読
史
方
輿
紀
要
』
一
一

九
、
雲
南
、
車
里
宣
慰
司
に
「
瀾
滄
江
、
…
…
在
司
境
、
経
九
龍
山
下
、
亦

謂
之
九
龍
江
」と
あ
り
、
瀾
滄
江
の
当
地
に
お
け
る
別
名
で
あ
る
。
ま
た
橄
欖

壩
は
現
在
の
西
双
版
納
傣
族
自
治
州
景
洪
市
内
を
流
れ
る
瀾
滄
江
北
岸
に
あ

る
小
盆
地
。
今
も
そ
の
ま
ま
の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
お
こ
こ
の
「
等

處
」
で
あ
る
が
、
下
文
に
「
並
有
捷
獲
」
と
あ
り
、
ま
た
小
猛
養
や
猛
往
に

は
「
等
處
」
が
附
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、「
橄
欖
壩
な
ど
」
と
訳
し
て
お

い
た
。
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又
諭
。
據
常
鈞
奏
、
永
順
邊
境
木
匪
滋
事
、
請
俟
普
洱
莽
匪
辦
有
端

緒
、
再
將
孟
連
土
司
之
案
辦
理
一
摺
、
所
見
亦
是
。
前
於
乾
隆
二
十
八

年
間
、
曾
經
降
旨
、
以
此
等
鼠
竊
狗
偷
、
原
屬
不
成
事
體
、
只
可
如
此

辦
理
、
係
就
彼
時
情
形
指
示
。
若
匪
徒
敢
於
侵
擾
邊
境
、
則
當
搗
其
巢

穴
、
務
使
根
株
盡
絕
、
自
無
容
仍
拘
泥
前
旨
。
但
普
洱
莽
匪
、
現
經
劉

藻
率
兵
進
勦
、
若
將
木
匪
一
案
、
即
於
此
時
併
辦
、
該
處
地
壤
相
錯
、

恐
致
彼
此
勾
連
、
難
於
速
結
。
著
將
此
摺
鈔
寄
劉
藻
閲
看
、
令
其
於
辦

竣
莽
匪
之
後
、
次
第
接
辦
。
至
劉
藻
現
在
追
擒
莽
匪
、
前
已
傳
諭
、
令

其
不
得
狃
於
書
生
之
見
、
意
存
姑
息
、
稍
為
寬
縱
。
况
總
督
既
已
親
行

督
兵
進
勦
、
設
復
苟
且
了
事
、
轉
使
此
等
醜
類
罔
知
畏
懼
、
何
以
申
國

威
而
示
懲
創
。
但
劉
藻
本
係
文
臣
、
軍
旅
非
其
所
習
、
不
必
勉
強
臨
陣
。

若
居
中
調
度
、
審
機
宜
而
彰
賞
罰
、
尚
係
力
所
能
為
。
達
啓
現
在
同
往

普
洱
、
伊
身
係
滿
洲
、
且
曾
經
出
兵
、
可
責
令
其
統
率
兵
弁
、
鼓
勇
進

勦
、
以
期
肅
清
邊
界
。
該
督
辦
竣
此
事
後
、
即
將
木
匪
一
案
嚴
行
查
辦
、

亦
不
得
稍
事
姑
容
、
草
率
完
結
。

　

ま
た
こ
う
諭
し
た
。「
常
鈞
の
奏
摺
に
よ
れ
ば
、
永
順
辺
境
の
木
匪

（
木
氏
を
頭
目
と
す
る
賊
の
一
味
）
が
騒
動
を
起
こ
し
て
い
る
の
で
、
普

洱
の
莽
匪
に
つ
き
解
決
の
め
ど
が
立
っ
た
ら
、
改
め
て
孟
連
（
ム
ン
レ

ム
）
土
司
の
一
件
を
処
置
し
た
く
存
じ
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

（
1
）

が
、
こ
の
考
え
は
な
か
な
か
よ
い
。
か
つ
て
乾
隆
二
十
八
年
中
に「
こ
れ

ら
の
ネ
ズ
ミ
や
犬
も
同
然
の
コ
ソ
泥
ど
も
は
、
も
と
も
と
事
件
と
し
て

扱
う
ほ
ど
の
こ
と
も
な
い
や
か
ら
で
あ
れ
ば
、
た
だ
こ
の
よ
う
に
処
理

す
れ
ば
よ
い
」
と
い
う
旨
を
降
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
当
時

の
情
勢
に
よ
る
指
示
で
あ
る
。
も
し
賊
ど
も
が
敢
え
て
辺
境
に
侵
入
し

て
騒
ぎ
を
起
こ
す
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
巣
窟
を
叩
き
つ
ぶ
し
、
徹
底
的

に
根
絶
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
当
然
か
つ
て
の
上
旨
に
い
つ
ま
で
も
と

ら
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。
た
だ
普
洱
の
莽
匪
は
今
劉
藻
が
兵
を
率
い

て
討
伐
に
向
か
っ
て
お
り
、
も
し
木
匪
の
一
件
も
今
同
時
に
処
理
す
る

と
な
れ
ば
、
か
の
地
は
地
勢
が
入
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
恐
ら
く
莽
匪

と
木
匪
が
彼
此
通
じ
あ
い
、
す
み
や
か
に
解
決
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
だ
ろ
う
。
こ
の
奏
摺
の
写
し
を
劉
藻
に
送
っ
て
承
知
さ
せ
、
彼
が
莽

匪
を
処
置
し
お
え
た
後
、
ひ
き
つ
づ
き
こ
れ
に
対
処
さ
せ
よ
。
劉
藻
は

現
に
莽
匪
を
追
跡
逮
捕
し
よ
う
と
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
彼
に
対
し
て

は
さ
き
に
す
で
に
命
令
を
伝
え
、
書
生
風
の
考
え
に
引
き
ず
ら
れ
、
適

当
な
と
こ
ろ
で
手
を
緩
め
、
生
ぬ
る
い
処
置
を
取
ろ
う
と
す
る
、
な
ど

と
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
さ
せ
た
。
ま
し
て
総
督
み
ず
か
ら
が
兵
を

率
い
て
討
伐
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
、
も
し
ま
た
い
い
加
減
な

と
こ
ろ
で
お
仕
舞
い
に
し
て
し
ま
う
な
ら
ば
、
か
え
っ
て
こ
れ
ら
の
醜

類
を
し
て
畏
れ
憚
る
と
こ
ろ
を
な
く
さ
せ
る
こ
と
と
な
り
、
朝
廷
の
威
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信
を
明
ら
か
に
し
懲
罰
を
示
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
た

だ
劉
藻
は
も
と
も
と
文
臣
で
、
戦
事
は
彼
の
よ
く
了
解
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
の
で
、
む
り
に
前
線
に
立
つ
こ
と
は
な
い
。
軍
中
に
在
っ

て
指
揮
調
整
に
従
事
し
、
情
勢
に
応
じ
た
対
処
方
針
を
見
極
め
、
賞
罰

を
明
確
に
す
る
と
い
う
こ
と
な
ら
、
な
お
彼
の
能
力
で
こ
な
し
う
る
で

あ
ろ
う
。
達
啓
は
現
在
と
も
に
普
洱
に
赴
い
て
い
る
が
、
彼
は
満
州
人

で
あ
る
し
、
戦
闘
を
経
験
し
て
も
い
る
の
で
、
彼
に
命
じ
て
兵
員
を
率

い
、
勇
を
奮
っ
て
討
伐
に
向
か
わ
せ
、
辺
境
の
安
定
化
を
実
現
す
る
よ

う
に
さ
せ
た
ら
よ
い
。
該
督
は
こ
の
事
案
を
処
理
し
お
え
た
後
、
た
だ

ち
に
木
匪
の
一
案
に
つ
き
調
査
の
上
き
び
し
く
処
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
そ
の
際
に
も
決
し
て
生
ぬ
る
い
処
分
で
も
っ
て
、
い
い
加
減

に
事
を
お
え
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
1�

）
現
在
の
雲
南
に
は
普
洱
市
寧
洱
県
徳
安
郷
に
永
順
と
い
う
村
が
あ
り
、
こ

こ
の
永
順
は
そ
の
地
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
乾
隆
当
時
で
は
普
洱
府
寧
洱
県
の

村
名
と
な
る
。

即
該
撫
所
奏
、
孟
連
土
司
刁
派
先
係
緬
甸
國
支
裔
、
應
襲
土
司
之
刁
派

新
、
時
與
緬
甸
往
來
一
節
、
從
前
該
督
撫
等
何
以
並
未
奏
聞
。
此
種
夷

性
叵
測
、
使
恣
其
交
結
、
或
致
漢
奸
從
中
勾
引
、
易
滋
事
端
、
亦
不
可

不
防
其
漸
、
自
應
嚴
行
禁
止
。
但
現
在
辦
理
進
勦
事
宜
、
此
事
不
必
急

於
査
辦
、
俟
勦
滅
莽
匪
後
、
該
督
撫
等
再
就
該
處
情
形
會
商
、
妥
協
辦

理
。
可
將
此
傳
諭
劉
藻
・
常
鈞
等
知
之
。

該
撫
（
常
鈞
）
の
報
告
に
は
「
孟
連
土
司
の
刁
派
先
は
緬
甸
国
王
の
傍

系
子
孫
で
あ
り
、
次
に
土
司
を
世
襲
す
べ
き
刁
派
新
は
し
ょ
っ
ち
ゅ
う

緬
甸
と
往
来
し
て
い
る
」
と
い
う
一
節
が
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
当
地

督
撫
は
ど
う
し
て
こ
の
こ
と
を
奏
聞
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
か
。
こ

の
種
の
夷
人
は
生
ま
れ
つ
き
何
を
考
え
て
い
る
か
知
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
彼
ら
が
結
び
つ
く
の
を
そ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
裏
切

者
が
内
側
か
ら
彼
ら
を
引
き
入
れ
て
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
も
な

り
か
ね
ず
、
こ
れ
は
や
は
り
そ
の
芽
を
摘
ん
で
お
か
な
い
わ
け
に
は
い

か
な
い
の
で
、
当
然
き
び
し
く
禁
止
す
べ
き
で
あ
る
。
た
だ
今
は
討
伐

の
一
件
に
取
り
組
ん
で
い
る
最
中
な
の
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
急
い

で
取
り
か
か
ら
ず
と
も
よ
く
、
莽
匪
を
殲
滅
し
た
後
に
、
該
督
撫
が
改

め
て
当
地
の
情
勢
に
も
と
づ
い
て
一
緒
に
相
談
し
、
適
切
に
処
理
せ
よ
。

以
上
の
こ
と
を
（
雲
貴
総
督
）
劉
藻
、（
雲
南
巡
撫
）
常
鈞
に
通
達
し
て

承
知
さ
せ
よ
」
と
。

　

又
諭
。
現
在
征
勦
莽
匪
一
應
軍
務
、
均
須
調
度
得
宜
。
總
督
劉
藻
辦

理
地
方
事
務
、
素
屬
妥
協
、
然
究
係
書
生
、
未
嫻
軍
旅
。
設
於
用
兵
機
宜
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稍
有
不
當
、
既
於
勦
賊
之
事
無
裨
、
而
用
違
其
材
、
亦
非
朕
所
以
成
全

劉
藻
之
意
。
楊
應
琚
久
任
陝
甘
、籌
辦
軍
需
事
務
、伊
所
熟
諳
。
楊
應
琚

著
調
補
雲
貴
總
督
、
呉
達
善
著
調
補
陝
甘
總
督
、
湖
廣
總
督
員
缺
、
即

著
劉
藻
調
補
。
此
旨
且
不
必
頒
發
。
該
督
現
在
普
洱
調
集
官
兵
、
督
率

攻
勦
、
恐
此
旨
一
經
宣
示
、
未
免
屬
員
等
意
存
觀
望
、
呼
應
不
靈
。
所

有
一
應
軍
務
、
該
督
仍
實
心
妥
協
辦
理
、
不
可
存
聊
待
後
人
之
心
。
俟

楊
應
琚
到
滇
後
、再
行
一
一
交
代
、起
身
赴
湖
廣
新
任
。
著
將
此
傳
諭
知

之
。

　

ま
た
こ
う
諭
し
た
。「
目
下
遂
行
し
つ
つ
あ
る
莽
匪
討
伐
に
関
わ
る
あ

ら
ゆ
る
軍
務
は
、
す
べ
て
動
員
調
整
が
う
ま
く
行
な
わ
れ
な
く
て
は
な

ら
な
い
。
総
督
劉
藻
の
地
方
政
務
の
関
す
る
仕
事
ぶ
り
は
、
こ
れ
ま
で

ず
っ
と
適
切
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
要
は
書
生
で
あ
っ
て
、
軍

務
に
は
慣
れ
て
い
な
い
。
も
し
戦
争
を
指
揮
す
る
上
で
の
判
断
に
少
し

で
も
狂
い
が
あ
れ
ば
、
匪
賊
討
伐
の
事
業
に
役
立
た
な
い
だ
け
で
な
く
、

し
か
る
べ
き
人
材
を
し
か
る
べ
き
場
所
で
用
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
り
、
彼
を
用
い
る
こ
と
で
そ
の
可
能
性
を
十
分
に
開
花
さ
せ
て
や

ろ
う
と
い
う
朕
が
本
意
に
も
背
く
こ
と
に
な
る
。
楊
応
琚
は
な
が
く
陝

甘
総
督
の
任
に
あ
り
、
軍
需
の
調
達
と
い
う
仕
事
は
、
彼
が
よ
く
よ
く

通
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
よ
っ
て
楊
応
琚
を
雲
貴
総
督
に
転
任
さ

（
1
）（

2
）

せ
、（
湖
広
総
督
）
呉
達
善
を
陝
甘
総
督
に
転
任
さ
せ
、
湖
広
総
督
の
ポ

ス
ト
は
劉
藻
に
転
任
さ
せ
る
こ
と
と
す
る
。
こ
の
命
令
は
当
面
公
開
せ

ず
と
も
よ
い
。
該
督
（
劉
藻
）
は
目
下
普
洱
で
官
兵
を
動
員
し
、
攻
撃

殲
滅
作
戦
を
指
揮
し
て
お
り
、
こ
の
命
令
が
ひ
と
た
び
明
ら
か
に
な
れ

ば
、
お
そ
ら
く
部
下
た
ち
は
様
子
見
を
決
め
込
み
、
指
揮
命
令
が
滞
ら

ざ
る
を
え
な
く
な
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
す
べ
て
の
軍
務
に
つ
き
、
該
督
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
つ
と
め
て
適
切
に
処
理
し
、
取
り
あ
え
ず
後
任
者
を

待
っ
て
い
よ
う
、
な
ど
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
。
楊
応
琚
が
雲
南
に
着

任
す
る
の
を
待
っ
て
、
そ
れ
か
ら
一
々
引
継
ぎ
を
行
な
っ
た
上
で
、
そ

の
地
を
離
れ
て
湖
広
の
新
し
い
任
務
に
赴
く
よ
う
に
せ
よ
。
以
上
を
通

達
し
て
承
知
さ
せ
よ
」
と
。

（
1�

）
楊
応
琚
は
乾
隆
二
十
四
年
七
月
二
十
七
日
、
陝
甘
総
督
が
甘
粛
総
督
と
川

陝
（
四
川
陝
西
）
総
督
に
改
め
ら
れ
た
際
、
閩
浙
総
督
か
ら
甘
粛
総
督
に
移

り
、
翌
二
十
五
年
に
陝
甘
総
督
が
復
活
す
る
と
そ
の
ま
ま
在
任
し
、
三
十
一

年
に
至
っ
た
。
呉
達
善
は
こ
の
時
の
湖
広
総
督
。
以
上
は
『
実
録
』
で
確
認

で
き
る
こ
と
で
あ
る
が
、
今
は
『
清
代
職
官
年
表
』
に
よ
る
。

（
2�

）「
交
代
」
と
は
前
任
者
か
ら
後
任
者
へ
の
引
継
ぎ
の
こ
と
だ
が
、「
前
任
官

将
一
切
未
完
事
件
、
並
倉
庫
銭
糧
交
付
新
任
官
」
と
い
う
（『
六
部
成
語
註

解
』）
と
お
り
、
う
か
つ
に
こ
の
手
続
き
を
終
え
て
し
ま
う
と
、
一
切
の
責

任
を
後
任
者
が
か
ぶ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
「
新
官

受
事
、
以
交
代
為
第
一
務
。
…
…
若
新
任
瞻
顧
情
面
、
聴
受
嘱
託
、
軽
為
収

受
、
日
後
貽
累
非
浅
、
故
必
清
査
有
法
、
洞
晰
無
疑
、
而
後
交
盤
出
結
」（
黄
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六
鴻
『
福
恵
全
書
』）
三
、
査
交
代
）
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
む
ろ
ん
こ
こ

で
乾
隆
帝
が
言
っ
て
い
る
の
は
、
す
べ
て
の
懸
案
に
つ
き
き
ち
ん
と
引
継
ぎ

を
す
ま
せ
て
お
け
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
だ
が
、「
一
一
交
代
」
は
督
撫
ら

「
封
彊
大
吏
」（
地
方
大
官
）
に
と
っ
て
も
、
決
し
て
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な
い

手
続
き
で
あ
っ
た
。

（
六
）
乾
隆
三
十
一
年
二
月
壬
寅
（
二
日
）

　

諭
。
前
據
劉
藻
等
奏
、
莽
匪
不
法
侵
擾
土
司
邊
界
、
曾
降
旨
令
其
嚴

行
勦
捕
、
勿
以
姑
息
了
事
。
嗣
據
奏
報
、
攻
勦
九
龍
江
橄
欖
壩
諸
寨
、
已

獲
全
勝
。
惟
參
將
何
瓊
詔
遊
擊
明
浩
等
、
派
赴
整
控
江
防
禦
、
該
弁
等

不
遵
軍
令
、
冒
昧
渡
江
、
以
致
遇
賊
失
事
。
彼
時
即
疑
所
奏
未
必
盡
係

實
情
、
今
據
奏
、
何
瓊
詔
明
浩
前
後
回
營
。
因
將
伊
等
參
奏
、
審
擬
治

罪
、
已
交
軍
機
大
臣
、
會
同
法
司
覈
擬
具
奏
。

　

上
諭
。「
さ
き
に
劉
藻
が
上
奏
し
て
き
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
莽
匪
が

不
法
に
土
司
の
境
界
地
帯
に
侵
入
し
て
騒
ぎ
を
起
こ
し
て
い
る
、
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
容
赦
な
く
征
討
逮
捕
し
、
い
い
加
減
な
と
こ
ろ

で
終
わ
り
に
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
彼
に
命
じ
た
。
つ
い
で
彼
か
ら
の

報
告
に
よ
れ
ば
、
九
龍
江
、
橄
欖
壩
に
あ
る
諸
寨
を
攻
撃
掃
蕩
し
、
す

で
に
す
べ
て
を
平
定
し
た
。
た
だ
参
将
何
瓊
詔
と
遊
撃
明
浩
を
整
控
江

に
派
遣
し
て
防
御
に
当
た
ら
せ
た
と
こ
ろ
、
彼
ら
は
命
令
に
従
わ
ず
、

（
1
）

無
謀
に
も
整
控
江
を
渡
っ
て
進
み
、
そ
の
結
果
賊
に
遭
遇
し
て
敗
北
を

喫
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
。
こ
れ
を
目
に
し
た
時
、
こ
の
報
告
は
す

べ
て
が
事
実
そ
の
ま
ま
で
は
あ
る
ま
い
、
と
即
座
に
疑
っ
た
の
で
あ
る

が
、
今
、
報
告
に
よ
れ
ば
、
何
瓊
詔
と
明
浩
は
相
前
後
し
て
営
に
帰
還

し
た
の
で
、
彼
ら
を
弾
劾
し
、
取
り
調
べ
た
上
で
そ
の
罪
を
定
め
る
べ

く
、
す
で
に
こ
の
案
件
を
軍
機
大
臣
に
ま
か
せ
、
司
法
部
門
と
一
緒
に

そ
の
罪
を
見
極
め
て
上
奏
す
る
よ
う
に
し
た
と
い
う
。

（
1�

）「
諸
寨
」
と
い
う
の
は
、
防
御
の
た
め
に
柵
で
囲
ま
れ
た
複
数
の
拠
点
、
な

い
し
集
落
を
謂
う
の
だ
ろ
う
が
、
防
衛
線
と
し
て
の
柵
そ
の
も
の
と
か
、
あ

る
い
は
単
な
る
村
落
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ず
、
こ
こ
で
は
敢
え
て
原

語
を
そ
の
ま
ま
用
い
て
お
い
た
。

第
該
督
辦
理
此
案
情
節
、
甚
屬
含
糊
紕
繆
。
何
瓊
詔
、
明
浩
等
委
赴
整

控
、
防
堵
莽
匪
。
前
至
猛
往
、
遇
賊
敗
逃
、
又
復
謊
報
身
死
、
此
其
法

所
難
宥
處
。
該
督
乃
奏
稱
、
冒
昧
前
進
、
致
失
事
機
。
是
伊
等
反
覺
可

嘉
、
何
罪
之
有
。
夫
伊
等
所
謂
貪
功
輕
進
、
並
非
實
情
、
不
過
綠
營
虛

誑
欺
飾
故
智
耳
。
況
該
督
所
訊
供
詞
、
於
緊
要
情
節
全
未
問
及
。

だ
が
該
督
の
こ
の
事
件
に
対
す
る
処
理
の
や
り
方
は
、
は
な
は
だ
明
晰

を
欠
い
た
誤
っ
た
も
の
で
あ
る
。
何
瓊
詔
と
明
浩
は
整
控
に
赴
い
て
莽
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匪
を
防
ぎ
と
め
る
よ
う
命
を
受
け
た
が
、
猛
往
ま
で
進
ん
だ
と
こ
ろ
で

賊
に
遭
遇
し
て
敗
走
し
、
そ
の
上
さ
ら
に
死
ん
だ
と
虚
偽
の
報
告
を
し

た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
軍
紀
か
ら
し
て
許
容
し
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
該
督
の
報
告
で
は
「
無
謀
な
進
軍
に
よ
っ
て
、
敗
北
を

喫
し
て
し
ま
っ
た
」
と
言
っ
て
い
て
、
こ
れ
で
は
彼
ら
は
む
し
ろ
評
価

す
べ
き
で
あ
り
、
罪
な
ど
ま
っ
た
く
な
い
か
に
思
わ
れ
よ
う
。
そ
も
そ

も
彼
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
功
を
あ
せ
っ
て
軽
率
に
前
進
し
た
」
と
は
、
ま

る
で
実
情
と
は
か
け
離
れ
て
お
り
、
緑
営
お
手
の
も
の
の
う
そ
偽
り
た

ぶ
ら
か
し
に
す
ぎ
な
い
。
ま
し
て
該
督
の
訊
問
に
よ
る
供
述
は
、
肝
心

の
と
こ
ろ
に
つ
き
ま
っ
た
く
追
究
が
及
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。

即
如
該
督
初
報
、
何
瓊
詔
等
俱
歿
於
賊
。
及
伊
家
人
呈
繳
關
防
時
、
即

應
詳
究
其
是
否
打
仗
陣
亡
、
抑
係
窘
迫
畢
命
、
或
回
營
後
畏
罪
自
戕
、

以
定
情
罪
。
乃
惟
任
弁
兵
張
皇
謊
報
、
信
為
實
事
、
一
切
概
置
不
究
。

及
何
瓊
詔
等
陸
續
逃
歸
、
該
督
又
不
究
從
前
謊
報
情
由
、
治
以
畏
葸
退

縮
之
律
、
尚
信
其
一
面
虛
詞
、
謂
係
輕
進
失
事
。
其
何
以
申
軍
律
而
懲

欺
罔
乎
。
即
如
何
瓊
詔
所
供
、
架
著
藤
牌
撲
殺
、
并
稱
被
莽
子
刀
戳
其

馬
、
連
馬
滾
跌
入
江
之
語
。
試
思
馬
上
豈
能
使
用
藤
牌
。
此
其
支
吾
捏

飾
、
難
以
欺
三
尺
之
童
者
、
而
劉
藻
竟
坐
受
其
朦
混
而
不
覺
、
不
更
可

笑
乎
。

（
1
）

（
2
）

た
と
え
ば
該
督
は
当
初
、
何
瓊
詔
ら
は
み
な
賊
に
殺
さ
れ
た
と
報
告
し

て
き
た
が
、
彼
の
家
族
が
関
防
（
職
印
）
を
返
却
す
る
際
に
は
、
彼
が
敵

と
戦
っ
て
戦
死
し
た
の
か
、
そ
れ
と
も
追
い
詰
め
ら
れ
ど
う
に
も
な
ら

な
く
な
っ
て
死
ん
だ
の
か
、
あ
る
い
は
営
に
も
ど
っ
て
か
ら
罪
を
畏
れ

て
自
殺
し
た
の
か
、
そ
の
こ
と
を
た
だ
ち
に
詳
し
く
調
べ
あ
げ
、
そ
れ

に
よ
っ
て
情
状
罪
科
を
定
め
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
該
督
は
武

官
ど
も
が
慌
て
ふ
た
め
い
て
虚
偽
の
報
告
を
す
る
が
ま
ま
に
さ
せ
、
そ

れ
を
事
実
だ
と
信
じ
、
す
べ
て
放
置
し
た
ま
ま
追
及
し
な
か
っ
た
。
何

瓊
詔
ら
が
あ
い
つ
い
で
逃
げ
帰
っ
て
く
る
と
、
該
督
は
ま
た
し
て
も
さ

き
に
虚
偽
の
報
告
を
し
た
こ
と
の
い
き
さ
つ
を
追
及
し
、
怖
気
づ
い
て

尻
込
み
し
た
こ
と
を
軍
紀
に
よ
っ
て
裁
こ
う
と
せ
ず
、
な
お
彼
ら
の
手

前
勝
手
な
虚
言
を
信
じ
、
軽
率
に
進
軍
し
て
敗
北
を
喫
し
た
な
ど
と
し

た
。
こ
れ
で
は
ど
う
し
て
軍
律
を
明
ら
め
、う
そ
偽
り
を
懲
ら
し
め
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
た
と
え
ば
何
瓊
詔
の
供
述
に
は
、
藤
牌
（
藤
の

盾
）
を
か
ざ
し
な
が
ら
（
敵
を
）
打
ち
殺
し
た
と
あ
り
、
ま
た
莽
子
に

刀
で
馬
が
突
き
刺
さ
れ
、
馬
も
ろ
と
も
江
中
に
倒
れ
込
ん
だ
と
も
言
っ

て
い
る
。
思
っ
て
も
見
よ
、
馬
に
乗
っ
て
い
な
が
ら
ど
う
し
て
藤
牌
を

使
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
彼
が
で
ま
か
せ
に
こ
し
ら
え
た
作
り
話
で
あ
っ

て
、
三
尺
の
童
子
も
欺
き
え
な
い
よ
う
な
し
ろ
も
の
で
あ
る
の
に
、
劉

藻
は
な
ん
と
こ
ん
な
ご
ま
か
し
に
騙
さ
れ
て
ま
っ
た
く
気
づ
か
な
か
っ
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た
の
で
あ
る
。
何
と
も
可
笑
し
い
で
は
な
い
か
。

（
1�
）
関
防
と
は
官
印
に
対
す
る
職
印
。
本
来
の
官
制
内
に
在
る
官
に
対
し
て
は

正
方
形
の
官
印
が
与
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
正
規
の
官
制
に
は
定
め
ら
れ
て

い
な
い
職
務
、
後
に
は
常
設
化
さ
れ
て
も
建
前
と
し
て
は
あ
く
ま
で
臨
時
の

仕
事
で
あ
る
「
差
遣
」
に
対
し
て
は
、
長
方
形
の
職
印
「
関
防
」
が
給
付
さ

れ
る
。『
万
暦
野
獲
編
』
十
三
、
不
識
方
印
に
「
本
朝
印
記
、
凡
為
祖
宗
朝
額

設
者
、
俱
方
印
、
而
未
入
流
則
用
条
記
。
其
後
因
事
添
設
，
則
賜
関
防
治
事
，

即
督
撫
大
臣
，
及
総
鎮
大
帥
亦
然
。
…
…
凡
関
防
未
有
方
者
」
と
い
い
、
ま

た
『
明
律
国
字
解
』
吏
律
・
公
式
、
照
刷
文
巻
に
「
印
信
と
云
は
、
四
方
な

る
印
を
云
な
り
。
長
き
を
ば
関
防
印
記
と
云
。
…
…
総
督
、
巡
撫
等
の
官
、

鎮
守
の
官
、
幷
に
公
差
の
官
は
、
皆
関
防
印
記
を
賜
は
る
」
と
い
う
と
お
り

で
あ
る
。

（
2�

）「
畏
葸
退
縮
之
律
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
名
の
律
が
あ
る
わ
け
で
は
な

い
。
た
し
か
に
『
大
清
律
』
兵
律
、
主
将
不
固
守
の
条
に
は
「
其
官
軍
臨
陣

先
退
、
及
囲
困
敵
城
而
逃
者
、
斬
」
と
い
っ
た
規
定
が
あ
る
の
だ
が
、
乾
隆

帝
が
言
う
の
は
軍
人
に
あ
る
ま
じ
き
行
為
を
軍
紀
軍
律
に
よ
っ
て
裁
く
と
い

う
、
そ
れ
だ
け
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
こ
こ
の
「
律
」
は
軍
律
と
訳
し
て

も
よ
か
っ
た
の
だ
が
、
下
文
に
「
軍
律
」
と
い
う
こ
と
ば
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
と
同
じ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
こ
ち
ら
は
軍
紀
と
し
て
お
い
た
。

又
如
前
此
所
報
「
官
兵
六
百
人
過
江
、
遇
賊
被
傷
、
約
剩
二
百
餘
人
、

陸
續
回
營
者
一
百
餘
人
」。
而
此
次
奏
稱「
現
回
思
茅
兵
丁
高
士
德
等
四

百
五
十
五
名
」、
則
合
之
前
此
回
營
之
兵
、
固
所
傷
無
幾
。
且
安
知
此
未

回
之
一
百
餘
兵
、
亦
非
敗
逃
藏
匿
、
則
從
前
所
謂
遇
賊
被
傷
之
說
、
更

（
1
）

不
可
盡
信
矣
。

ま
た
以
前
に
報
告
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
は
「
官
兵
六
百
人
が
江
を
渡
っ

た
が
、
賊
に
遭
遇
し
て
負
傷
し
、
お
お
よ
そ
二
百
人
余
り
が
の
こ
り
、

後
か
ら
三
々
五
々
営
に
も
ど
っ
て
き
た
者
が
一
百
余
人
お
り
ま
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
度
の
報
告
で
は
「
今
、
思
茅
に

も
ど
っ
て
き
た
兵
丁
高
士
徳
ら
四
百
五
十
五
名
」
と
い
い
、
そ
う
で
あ

れ
ば
以
前
営
に
も
ど
っ
て
き
た
兵
丁
と
合
計
す
れ
ば
、
負
傷
し
た
者
は

い
く
ら
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
今
の
と
こ
ろ
ま

だ
も
ど
っ
て
き
て
い
な
い
一
百
余
名
の
兵
に
し
て
も
、
敗
走
し
て
隠
れ

潜
ん
で
い
る
の
か
も
し
れ
ず
、
な
ら
ば
さ
き
の
「
賊
に
遭
遇
し
て
負
傷

し
た
」
な
る
話
は
、
ま
す
ま
す
そ
の
ま
ま
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
。

（
1�

）
兵
員
数
に
関
す
る
乾
隆
帝
の
指
摘
に
は
、
ど
う
も
誤
解
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
劉
藻
が
最
初
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
六
百
人
の
部
隊
が
攻
撃
を

受
け
た
こ
と
で
二
百
余
人
ま
で
減
少
し
、
そ
の
後
一
百
余
人
が
帰
還
し
た
と

い
う
こ
と
で
、
今
い
る
兵
員
数
は
三
百
余
名
、
未
帰
還
兵
が
三
百
人
足
ら
ず

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
が
後
の
報
告
で
は
、
思
茅
に
四
百
五
十
五
名
が

も
ど
っ
て
き
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
未
帰
還
兵
は
百
四
十
名
余
り
、
つ
ま
り

前
回
よ
り
さ
ら
に
百
名
以
上
が
帰
還
し
た
と
い
う
こ
と
で
よ
い
の
で
は
な
い

か
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
乾
隆
帝
が
「
以
前
営
に
も
ど
っ
て
き
た
兵
丁
と

合
計
す
れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
お
か
し
な
話
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。



－ 127 －

又
前
摺
稱
「
明
浩
等
兵
器
皆
馱
載
行
裝
、
猝
遇
賊
人
、
不
及
措
手
、
以

致
敗
衄
」、
而
此
次
摺
內
稱
「
兩
相
對
敵
、
因
火
藥
已
盡
、
勢
不
能
支
」、

前
後
自
相
予
盾
。
該
督
於
此
等
喫
緊
關
鍵
處
、
全
不
悉
心
根
究
、
何
憒

憒
乃
爾
。

ま
た
さ
き
の
奏
摺
で
は「
明
浩
ら
の
武
器
は
み
な
役
畜
に
背
負
わ
せ
て
運

ん
で
い
て
、
い
き
な
り
賊
と
遭
遇
し
た
た
め
対
応
す
る
間
も
な
く
、
敗

北
を
喫
す
る
に
至
っ
た
」
と
言
っ
て
い
た
が
、
今
度
の
奏
摺
で
は
「
二

度
に
わ
た
っ
て
敵
と
対
峙
し
、
火
薬
を
使
い
つ
く
し
た
こ
と
か
ら
支
え

き
れ
な
く
な
っ
た
」
と
言
っ
て
い
て
、
前
後
た
が
い
に
矛
盾
し
て
い
る
。

該
督
は
こ
う
し
た
肝
心
か
な
め
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
き
、
し
っ
か
り
気
を

つ
け
徹
底
的
に
追
及
し
よ
う
と
は
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
が
、
ど
う
し

て
か
く
ま
で
ぼ
ん
や
り
し
て
い
ら
れ
る
の
か
。

劉
藻
本
屬
書
生
、
軍
行
機
宜
、
非
所
嫻
習
、
故
朕
不
肯
責
伊
以
所
不
能
。

至
於
調
度
賞
罰
諸
事
、
尚
可
力
為
籌
辦
。
乃
於
審
訊
此
案
情
節
、
竟
舛

謬
若
此
、豈
堪
復
勝
總
督
之
任
。
劉
藻
著
降
補
湖
北
巡
撫
。
達
啓
身
為
滿

洲
、何
至
懞
懂
畫
諾
。
伊
二
人
皆
交
部
嚴
加
議
處
。
總
兵
劉
德
成
著
交
楊

應
琚
査
明
、
再
降
諭
旨
。

（
1
）

劉
藻
は
も
と
も
と
書
生
で
あ
っ
て
、
軍
務
を
情
況
に
応
じ
て
処
理
す
る

と
い
っ
た
こ
と
に
は
習
熟
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
で
朕
は
彼
に
対
し
で
き

な
い
こ
と
を
や
れ
と
要
求
し
た
り
は
し
な
か
っ
た
。
た
だ
兵
員
配
置
の

調
整
と
か
賞
罰
と
い
っ
た
こ
と
な
ら
、
な
お
何
と
か
こ
な
し
う
る
と
考

え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
こ
の
事
件
の
経
緯
に
つ
い
て
の
訊
問
調
査
を
担

当
す
る
や
、
何
と
か
く
ま
で
の
で
た
ら
め
ぶ
り
で
、
こ
れ
で
は
ど
う
し

て
さ
ら
に
総
督
の
任
に
留
ま
っ
て
お
れ
よ
う
。
劉
藻
は
命
じ
て
湖
北
巡

撫
に
降
格
と
す
る
。
達
啓
は
そ
の
身
満
州
人
で
あ
り
な
が
ら
、
ど
う
し

て
ぼ
ん
や
り
承
認
の
署
名
を
し
た
り
し
た
の
か
。
彼
ら
二
人
は
と
も
に

（
吏
）
部
に
（
書
類
を
）
送
っ
て
き
び
し
く
処
分
を
検
討
さ
せ
る
こ
と
と

す
る
。
総
兵
劉
徳
成
は
命
じ
て
楊
応
琚
の
も
と
に
送
っ
て
し
っ
か
り
取

り
調
べ
さ
せ
、
そ
の
上
で
ま
た
諭
旨
を
降
す
こ
と
と
す
る
。

（
1�

）
吏
部
に
送
っ
て
処
分
を
検
討
す
る
と
い
う
場
合
、
軽
い
も
の
は
「
察
議
」、

重
い
も
の
は
「
議
処
」、
最
も
重
い
も
の
を
「
厳
加
議
処
」
と
い
っ
た
。
こ

の
こ
と
は
嘉
慶
『
会
典
』
八
に
「
凡
交
部
有
特
旨
、
有
参
奏
、
有
陳
請
。
軽

曰
察
議
、
重
曰
議
処
、
又
重
曰
厳
加
議
処
」
と
し
て
見
え
て
い
る
。

現
令
楊
應
琚
前
往
接
辦
軍
務
、
楊
應
琚
未
到
之
先
、
劉
藻
須
實
力
經
理
。

若
稍
存
五
日
京
兆
之
見
、
以
致
貽
誤
事
機
、
必
更
重
治
其
罪
。
向
因
綠

營
積
習
浮
誕
不
堪
、
故
西
陲
用
兵
、
全
未
藉
此
輩
也
。
今
雲
南
一
案
如

（
1
）
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此
、
可
見
伊
等
錮
習
、
全
未
能
悛
改
。
各
該
督
提
等
務
須
實
力
整
頓
、

毋
稍
姑
息
。
將
此
通
行
曉
諭
知
之
」。

今
、
楊
応
琚
を
派
遣
し
て
軍
務
を
引
き
継
が
せ
る
こ
と
と
し
た
が
、
楊

応
琚
が
到
着
す
る
ま
で
、
劉
藻
は
真
剣
に
そ
の
職
務
を
果
た
さ
ね
ば
な

ら
な
い
。
も
し
い
さ
さ
か
で
も
「
五
日
の
京
兆
（
も
う
す
ぐ
辞
め
る
）」

と
い
う
考
え
を
い
だ
き
、
作
戦
の
遂
行
に
問
題
を
生
じ
さ
せ
た
り
す
れ

ば
、
必
ず
さ
ら
に
厳
し
く
そ
の
罪
を
問
う
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
も
緑

営
に
は
、
ど
う
に
も
な
ら
ぬ
ほ
ど
嘘
ば
か
り
と
い
う
長
き
に
わ
た
っ
て

形
成
さ
れ
た
悪
し
き
習
い
が
あ
り
、
そ
れ
で
西
方
辺
境
で
の
戦
闘
で
は
、

こ
の
輩
に
頼
っ
た
こ
と
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
今
、
雲
南
の
一
件
で

も
こ
ん
な
風
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
彼
ら
は
そ
の
抜
き
が
た
い
陋

習
に
つ
き
、
ま
っ
た
く
悔
い
改
め
て
い
な
い
の
だ
と
知
れ
よ
う
。
当
該

の
総
督
や
提
督
は
各
々
真
剣
に
綱
紀
の
粛
清
に
つ
と
め
、
決
し
て
手
ぬ

る
い
こ
と
で
す
ま
せ
て
は
な
ら
な
い
。
以
上
を
全
員
に
は
っ
き
り
通
知

し
て
知
ら
し
め
よ
」。

（
1�

）「
五
日
京
兆
」
と
は
、
す
ぐ
に
離
任
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
す
ぐ
辞
め
る

の
だ
か
ら
仕
事
は
適
当
に
し
て
お
茶
を
濁
そ
う
と
す
る
こ
と
。『
漢
書
』
張

敞
伝
の
故
事
に
出
る
。

　

諭
軍
機
大
臣
等
。
劉
藻
前
後
奏
報
攻
勦
莽
匪
一
案
、惟
任
綠
營
捏
飾
、

據
稟
具
奏
、
辦
理
全
未
允
協
、
已
將
伊
降
補
巡
撫
、
並
將
辦
理
錯
謬
之

處
、
降
旨
宣
諭
矣
。
此
種
莽
匪
竄
跡
山
野
、
鼠
竊
狗
偷
、
原
屬
不
成
事

體
、
何
至
令
其
肆
行
侵
擾
、
敢
於
抗
拒
官
兵
、
跳
梁
邊
境
。
皆
由
該
督

等
平
日
不
能
實
力
整
頓
、
遇
事
嚴
懲
、
遂
致
匪
徒
積
玩
無
忌
、
釀
成
事

端
。
然
此
必
非
一
朝
一
夕
之
故
。
大
約
滇
省
諸
務
、
廢
弛
已
久
、
不
獨

劉
藻
現
在
辦
理
不
善
、
即
從
前
呉
達
善
等
所
辦
、
恐
亦
未
能
妥
協
。
著

交
與
楊
應
琚
、
到
任
後
詳
晰
査
訪
、
務
得
確
情
、
據
實
奏
覆
。
倘
有
不

實
不
盡
之
處
、
經
朕
別
有
訪
聞
、
或
經
發
覺
、
惟
楊
應
琚
是
問
。
本
日

所
降
諭
旨
並
劉
藻
各
摺
、
並
著
鈔
寄
楊
應
琚
閱
看
、
著
將
此
傳
諭
知
之
。

　

軍
機
大
臣
ら
に
こ
う
諭
し
た
。「
劉
藻
は
莽
匪
に
対
す
る
攻
撃
掃
蕩
の

一
件
を
相
前
後
し
て
報
告
し
て
き
た
が
、
緑
営
士
官
が
述
べ
立
て
る
う

そ
を
何
ら
吟
味
せ
ず
、
彼
ら
が
報
告
し
た
と
こ
ろ
を
そ
の
ま
ま
に
上
奏

し
て
来
た
だ
け
で
、
そ
の
仕
事
ぶ
り
は
ま
っ
た
く
適
切
を
欠
く
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
彼
は
す
で
に
巡
撫
に
降
格
と
し
、あ
わ
せ
て
彼
の
仕
事

に
見
ら
れ
た
問
題
点
に
つ
き
、
上
旨
を
降
し
て
ひ
ろ
く
世
に
知
ら
し
め

た
の
で
あ
る
。
問
題
の
莽
匪
は
野
山
に
隠
れ
潜
み
、
コ
ソ
コ
ソ
と
盗
み

を
は
た
ら
い
て
い
て
、
本
来
か
ら
言
え
ば
ま
る
で
取
る
に
足
ら
ぬ
も
の

で
し
か
な
く
、
好
き
勝
手
に
わ
が
方
へ
侵
入
し
て
騒
ぎ
を
起
こ
し
、
敢

（
1
）
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え
て
官
兵
に
た
て
つ
き
、
辺
境
の
地
で
跳
梁
跋
扈
す
る
よ
う
な
こ
と
に

な
る
は
ず
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
す
べ
て
該
督
ら
が
平
素
か
ら
真
剣
に

彼
ら
に
対
処
し
、
事
件
が
起
こ
れ
ば
き
び
し
く
処
罰
し
え
な
か
っ
た
た

め
で
、
か
く
て
匪
徒
ど
も
は
し
だ
い
に
増
長
し
て
憚
る
と
こ
ろ
な
く
な

り
、
事
件
を
引
き
起
こ
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
う
し
た
事

態
は
、
む
ろ
ん
一
朝
一
夕
で
そ
う
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
だ
い
た
い

雲
南
省
の
統
治
は
、
も
う
ず
っ
と
前
か
ら
弛
緩
し
て
振
る
わ
な
く
な
っ

て
お
り
、
た
だ
劉
藻
の
今
の
仕
事
ぶ
り
が
よ
く
な
い
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
以
前
の
呉
達
善
ら
の
仕
事
に
し
て
も
、
お
そ
ら
く
適
切
な
も
の

で
は
な
か
っ
た
。（
雲
貴
総
督
の
任
務
は
）
命
じ
て
楊
応
琚
に
授
け
る

の
で
、
着
任
し
た
ら
は
っ
き
り
詳
し
く
調
査
し
、
必
ず
間
違
い
の
な
い

実
情
を
探
り
出
し
、
あ
り
の
ま
ま
に
返
答
の
上
奏
を
せ
よ
。
も
し
事
実

に
違
っ
て
い
た
り
全
部
を
報
告
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
そ
の

こ
と
を
朕
が
別
の
と
こ
ろ
か
ら
聞
き
知
っ
た
り
、
あ
る
い
は
そ
の
こ
と

が
発
覚
し
た
場
合
に
は
、
ま
さ
し
く
楊
応
琚
の
責
任
こ
そ
を
追
及
す
る

で
あ
ろ
う
。
本
日
降
し
た
諭
旨
な
ら
び
に
劉
藻
が
上
し
て
き
た
各
奏
摺

は
、
す
べ
て
写
し
取
っ
て
楊
応
琚
に
送
付
し
て
読
ま
せ
、
こ
の
上
諭
も

彼
に
伝
え
て
承
知
せ
し
め
よ
」
と
。

（
1�

）
呉
達
善
は
劉
藻
の
前
任
者
で
乾
隆
二
十
六
年
四
月
壬
辰
任
、
二
十
九
年
六

月
甲
辰
に
湖
広
総
督
に
転
じ
た
。
劉
藻
は
同
日
に
雲
南
巡
撫
よ
り
昇
任
し
、

三
十
一
年
正
月
丙
戌
に
湖
広
総
督
に
転
任
、
同
日
、
楊
応
琚
が
陝
甘
総
督
よ

り
移
っ
て
こ
の
任
を
引
き
継
い
だ
の
だ
が
、
楊
氏
は
翌
三
十
二
年
三
月
に
入

閣
し
た
た
め
明
瑞
に
交
代
、こ
の
明
瑞
以
降
三
十
四
年
十
月
任
の
彰
宝
ま
で
、

二
年
七
ヶ
月
ば
か
り
の
間
に
つ
ご
う
六
人
が
次
々
と
交
代
し
た
。
な
お
こ
の

六
人
は
す
べ
て
満
人
で
あ
り
、
彰
宝
以
降
も
嘉
慶
末
年
に
至
る
ま
で
、
雲
貴

総
督
は
一
人
の
例
外
を
除
き
す
べ
て
満
人
、
な
い
し
覚
羅
（
清
室
宗
族
）、
蒙

古
が
任
じ
ら
れ
て
い
る
（
以
上
は
『
清
代
職
官
年
表
』
に
よ
る
）。
乾
隆
三

十
年
以
来
、
清
朝
は
「
莽
匪
」
討
伐
に
手
を
焼
き
、
そ
の
こ
と
が
後
の
人
事

に
ま
で
影
響
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
七
）
乾
隆
三
十
一
年
二
月
辛
亥
（
十
一
日
） 

　

諭
軍
機
大
臣
等
。
劉
藻
奏
覆
總
兵
劉
德
成
辦
理
軍
務
情
形
、
並
抽
撥

調
換
各
營
兵
二
摺
、
不
但
於
用
兵
機
宜
、
毫
無
頭
緒
、
即
所
奏
情
節
、

亦
俱
不
甚
明
晰
。
如
摺
内
稱
、
總
兵
劉
德
成
既
不
能
先
事
豫
防
、
又
不

迅
速
稟
報
、
請
兵
勦
逆
、
以
致
賊
匪
猖
獗
等
語
。
總
兵
身
膺
專
閫
、
未

能
早
為
防
範
、
又
不
即
據
實
申
報
、
自
屬
罪
無
可
辭
、
但
地
方
遇
有
此

等
要
務
、
一
任
總
兵
、
悠
忽
玩
視
、
漫
無
査
察
、
又
是
誰
之
咎
。
看
來

莽
匪
敢
於
跳
梁
邊
境
、
抗
拒
官
兵
、
必
係
地
方
官
平
日
不
能
防
於
未
形
、

釀
成
事
故
、
養
癰
諒
非
一
日
、
豈
得
僅
諉
過
於
現
在
辦
理
不
善
之
總
兵

乎
。
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軍
機
大
臣
ら
に
こ
う
諭
し
た
。「
劉
藻
が
返
答
し
て
き
た
総
兵
劉
徳
成

の
軍
務
執
行
の
情
況
と
、
各
営
兵
員
の
選
抜
異
動
に
関
す
る
二
件
の
奏

摺
は
、
軍
隊
指
揮
の
や
り
方
が
デ
タ
ラ
メ
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、

報
告
し
て
き
た
事
実
関
係
に
し
て
も
み
な
明
晰
を
欠
い
て
い
る
。
た
と

え
ば
摺
内
で
は
、
総
兵
劉
徳
成
は
事
前
に
予
防
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
ば
か
り
か
、（
こ
と
が
起
こ
っ
た
後
）
す
ぐ
さ
ま
報
告
し

て
、
部
隊
を
出
動
さ
せ
逆
賊
を
討
伐
す
る
こ
と
も
せ
ず
、
そ
の
た
め
匪

賊
ど
も
が
ほ
し
い
ま
ま
に
暴
れ
ま
わ
る
と
い
う
事
態
を
招
い
た
、
と
称

し
て
い
る
。
総
兵
は
一
方
の
軍
事
責
任
者
で
あ
る
の
に
、
早
く
か
ら
備

え
を
し
て
お
く
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
た
た
だ
ち
に
事
を
あ
り
の
ま
ま
報

告
し
な
か
っ
た
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
逃
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
罪

で
あ
る
が
、
地
方
に
こ
の
よ
う
な
重
大
事
件
が
起
き
な
が
ら
、
す
べ
て

総
兵
ま
か
せ
に
し
て
、
自
分
は
何
も
せ
ず
他
人
事
の
よ
う
な
態
度
で
、

ま
っ
た
く
調
査
し
よ
う
と
も
し
な
い
、
と
い
う
の
は
い
っ
た
い
誰
の
落

ち
度
な
の
か
。
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
莽
匪
が
敢
え
て
辺
境
で
勝
手
放

題
に
し
、
官
兵
に
手
向
か
う
の
は
、
地
方
官
が
常
日
ご
ろ
か
ら
こ
と
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
、
し
だ
い
し
だ
い
に
事
端
を
形
成
し
た
も

の
に
相
違
な
く
、
問
題
を
引
き
起
こ
し
た
の
は
一
日
二
日
の
ゆ
え
で
は

な
い
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
任
務
を
う
ま
く
果
し
え
な
い
で
い
る
総
兵
の

み
の
せ
い
に
す
る
こ
と
な
ど
ど
う
し
て
で
き
よ
う
か
。

　

又
據
稱
省
兵
六
百
名
、
除
前
回
普
洱
思
茅
四
百
五
十
五
名
之
外
、
連

日
又
有
續
到
者
。
前
劉
藻
奏
省
兵
高
世
德
等
、
自
猛
往
失
事
回
至
思
茅

之
時
、
朕
即
降
旨
、
謂
此
未
回
之
一
百
餘
名
、
安
知
非
亦
係
敗
逃
藏
匿
、

今
果
不
出
朕
所
料
。
可
見
伊
等
渡
整
控
江
時
、
徒
手
散
行
、
全
無
紀
律
、

突
遇
賊
人
衝
出
、
星
散
逃
奔
。
是
前
此
打
仗
受
傷
之
説
、
益
不
可
信
。

綠
營
狡
詐
伎
倆
、
實
不
能
逃
朕
洞
鑒
。

　

彼
の
奏
摺
に
ま
た
称
す
る
よ
う
、省
兵
六
百
名
の
う
ち
、さ
き
に
普
洱

の
思
茅
に
も
ど
っ
て
き
た
四
百
五
十
五
名
の
ほ
か
、
連
日
来
ま
た
さ
ら

に
帰
還
し
て
き
た
者
が
お
り
ま
す
、
と
。
さ
き
に
省
兵
高
世
徳
ら
が
猛

往
で
敗
北
を
こ
う
む
っ
て
思
茅
に
も
ど
っ
て
き
た
の
を
劉
藻
が
上
奏
し

て
き
た
時
、
朕
は
す
ぐ
に
旨
を
降
し
、
こ
の
ま
だ
も
ど
っ
て
い
な
い
一

百
余
名
と
い
う
の
は
、
こ
れ
ま
た
敗
走
し
て
隠
れ
潜
ん
で
い
る
者
な
の

で
は
な
い
か
と
言
っ
た
が
、
今
は
た
し
て
朕
が
思
っ
た
と
お
り
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
整
控
江
を
渡
る
時
、
ま
っ
た
く
紀
律
と
い
う
も
の
が
な
い

ま
ま
、
武
器
も
持
た
ず
に
ば
ら
ば
ら
に
進
み
、
い
き
な
り
賊
の
襲
撃
に

遭
っ
て
、
散
り
散
り
に
逃
げ
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
で
は
な

い
か
。
つ
ま
り
前
に
言
っ
て
い
た
戦
闘
に
よ
っ
て
負
傷
し
た
と
い
う
話

は
、
ま
す
ま
す
信
じ
が
た
い
。
緑
営
の
ず
る
が
し
こ
い
手
管
も
、
決
し

て
朕
が
洞
察
を
逃
れ
ら
れ
は
し
な
い
の
だ
。

（
1
）
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（
1�
）「
省
兵
」
は
ふ
つ
う
「
某
省
兵
丁
」
と
か
「
某
省
兵
若
干
」
と
い
っ
た
形
で

用
い
ら
れ
る
文
字
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
省
兵
」
が
「
滇
（
雲
南
）
省
兵

丁
」
の
意
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
だ
ろ
う
。
ま
た
上
で
見
た
乾
隆
三
十
一

年
二
月
壬
寅
上
諭
に
引
く
劉
藻
奏
摺
で
は
こ
の
「
省
兵
」
を
「
官
兵
」
と
し

て
い
て
、
そ
れ
な
ら
単
に
正
規
兵
の
意
に
す
ぎ
ず
、
別
に
問
題
は
な
い
。
し

か
る
に
こ
こ
で
は
な
ぜ
「
省
兵
」
と
言
い
換
え
て
い
る
の
か
、
今
の
と
こ
ろ

未
詳
。

劉
藻
則
受
其
愚
而
不
覺
耳
。
且
摺
内
祇
稱
省
兵
六
百
名
、
並
未
聲
明
何

項
兵
丁
、
而
續
回
實
有
若
干
人
之
處
、
亦
未
詳
悉
申
敘
、
尤
屬
含
混
。

至
所
稱
廠
棍
漢
奸
、
雜
入
莽
匪
滋
擾
、
於
軍
務
甚
有
關
係
。
此
輩
俱
係

内
地
民
人
、
膽
敢
附
入
外
夷
、
勾
引
滋
事
、
實
屬
罪
大
惡
極
。
若
不
盡

法
處
治
、
以
示
懲
創
、
何
以
申
國
法
而
儆
兇
頑
。
現
在
楊
應
琚
奉
命
前

往
、
辦
理
莽
匪
、
其
雜
入
之
廠
棍
漢
奸
、
務
須
搜
剔
根
株
、
俾
惡
黨
均

伏
顯
誅
、
不
可
稍
存
姑
息
。
而
縱
容
若
輩
、
得
以
混
入
莽
匪
為
亂
、
亦

必
有
應
任
其
咎
者
。
並
將
劉
藻
摺
内
未
能
詳
晰
各
情
節
、
一
併
査
明
具

奏
。
著
將
此
傳
諭
楊
應
琚
、
嚴
査
參
究
。

劉
藻
は
彼
ら
に
た
ば
か
ら
れ
な
が
ら
気
が
つ
い
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
し

か
も
奏
摺
の
内
で
た
だ
省
兵
六
百
名
と
の
み
称
し
て
、
そ
れ
が
ど
の
項

目
の
兵
員
な
の
か
を
ま
っ
た
く
述
べ
て
お
ら
ず
、
ま
た
続
い
て
も
ど
っ

て
き
た
者
が
実
際
に
若
干
名
い
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
も
、
そ
の
内
容

（
1
）

を
詳
し
く
述
べ
て
い
な
い
の
は
、
と
り
わ
け
曖
昧
で
あ
る
。
彼
が
述
べ

て
い
る
廠
棍
（
銅
廠
の
ゴ
ロ
ツ
キ
？
）
や
漢
奸
（
漢
人
で
「
莽
匪
」
の

側
に
付
い
て
い
る
者
）
が
莽
匪
に
紛
れ
込
ん
で
騒
動
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
い
う
の
は
、
軍
務
に
と
っ
て
非
常
に
重
大
な
問
題
で
あ
る
。
こ

の
輩
は
み
な
内
地
の
民
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
ろ
う
こ
と
か
外
夷
に
加
わ

り
、
彼
ら
を
引
き
入
れ
て
騒
ぎ
を
起
こ
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、
ま
こ

と
に
こ
れ
以
上
な
い
罪
悪
で
あ
り
、
も
し
法
の
か
ぎ
り
に
処
罰
し
て
懲

ら
し
め
な
い
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
国
法
を
明
ら
め
凶
悪
な
者
ど
も
を
戒

め
ら
れ
よ
う
。
今
、
楊
応
琚
は
命
を
奉
じ
て
任
に
赴
き
、
莽
匪
に
対
処

し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
彼
ら
の
う
ち
に
紛
れ
込
ん
で
い
る
廠
棍
や
漢

奸
に
つ
い
て
は
、
つ
と
め
て
徹
底
的
に
あ
ぶ
り
出
し
、
悪
党
を
ば
こ
と

ご
と
く
公
開
処
刑
と
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
わ
ず
か
で
も
手
を
緩
め
る

よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
う
し
た
連
中
を
取
り
締

ま
ら
ず
、
莽
匪
の
う
ち
に
入
り
込
ん
で
騒
乱
を
引
き
起
こ
す
よ
う
な
事

態
を
招
い
た
こ
と
に
つ
い
て
も
、
必
ず
や
そ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
者
が

出
て
こ
よ
う
。
劉
藻
の
奏
摺
の
う
ち
明
晰
で
な
い
諸
点
と
併
せ
、
と
も

に
は
っ
き
り
調
べ
上
げ
て
上
奏
せ
よ
。
以
上
の
と
お
り
楊
応
琚
に
命
を

伝
え
、
き
び
し
く
調
査
し
て
糾
弾
追
及
さ
せ
よ
」
と
。

（
1�

）「
廠
棍
」
が
何
の
謂
い
な
の
か
、
確
か
な
こ
と
は
未
詳
な
が
ら
、
あ
る
い
は
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銅
廠
（
銅
精
錬
工
場
）
労
働
者
の
ゴ
ロ
ツ
キ
、
と
い
う
意
味
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
元
明
以
来
、
雲
南
は
中
国
に
お
け
る
も
っ
と
も
主
要
な
銅
生
産
地
で

あ
り
、
清
代
に
な
れ
ば
省
外
か
ら
多
く
の
「
内
地
民
人
」
労
働
者
が
や
っ
て

き
た
の
で
あ
る
が
、
な
か
に
は
劣
悪
な
労
働
条
件
に
耐
え
か
ね
、「
外
夷
に
附

入
」
し
た
者
も
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
た
人
々
は
一
定
の
集
団
を
形

成
し
て
い
て
、
た
め
に
清
朝
側
は
彼
ら
を
単
な
る
「
漢
奸
」
と
区
別
し
、
特

に
「
廠
棍
」
と
称
し
た
の
で
は
な
い
か
。

（
八
）
乾
隆
三
十
一
年
二
月
戊
午
（
十
八
日
）

　

又
諭
曰
、
劉
藻
等
於
攻
勦
莽
匪
一
案
、
種
種
辦
理
不
善
、
已
屢
經
降

旨
飭
諭
。
今
日
又
據
劉
藻
奏
覆
該
處
情
形
二
摺
、
其
含
糊
紕
繆
之
處
尚

多
。
如
所
稱
達
啓
即
遵
諭
旨
、
親
赴
軍
營
督
勦
之
語
、
不
但
劉
藻
不
知

事
體
輕
重
、
即
達
啓
亦
大
不
是
。
達
啓
身
任
提
督
、
且
係
滿
洲
、
遇
地

方
有
攻
勦
逆
匪
之
事
、
自
應
統
率
弁
兵
、
身
先
奮
往
、
豈
有
俟
旨
始
行

之
理
。
試
問
伊
前
此
安
坐
何
處
、
所
辦
何
事
、
而
必
待
朕
之
降
旨
督
促

耶
。
至
參
將
何
瓊
詔
等
、
以
徒
手
散
行
、
漫
無
紀
律
、
遇
賊
衝
出
、
逃

竄
潛
歸
、
是
其
罪
無
可
逭
處
。

　

ま
た
諭
し
て
こ
う
述
べ
た
。「
劉
藻
ら
が
莽
匪
に
対
す
る
攻
撃
掃
蕩
の

一
件
に
お
い
て
、
あ
れ
も
こ
れ
も
う
ま
く
処
理
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に

つ
い
て
は
、
す
で
に
何
度
も
諭
旨
を
降
し
て
教
戒
し
た
。
今
日
ま
た
劉

藻
が
彼
の
地
の
情
勢
に
つ
き
返
答
し
て
き
た
二
摺
を
見
る
に
、
そ
の
う

ち
に
は
曖
昧
に
言
葉
を
濁
し
た
り
誤
り
を
犯
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
な
お

多
い
。
た
と
え
ば
「
達
啓
は
た
だ
ち
に
諭
旨
に
し
た
が
い
、
自
ら
軍
営

に
赴
き
討
伐
を
指
揮
し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
劉
藻
が

こ
と
の
軽
重
を
わ
き
ま
え
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
達
啓
の
方

も
ま
る
で
な
っ
て
い
な
い
。
達
啓
は
自
ら
が
提
督
の
任
に
あ
り
、
し
か

も
満
洲
人
で
あ
れ
ば
、
地
方
に
お
い
て
逆
賊
を
攻
撃
討
伐
す
る
と
い
う

事
態
に
遭
遇
し
た
際
に
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
部
隊
を
率
い
、
率
先

し
て
勇
往
前
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ど
う
し
て
旨
を
待
っ
て
は
じ
め

て
出
撃
す
る
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
ろ
う
。
考
え
て
も
見
よ
、
こ
れ
ま

で
彼
が
ど
こ
に
落
ち
着
き
、
何
を
す
る
か
に
つ
き
、
必
ず
朕
が
諭
旨
を

降
し
督
促
し
て
か
ら
そ
う
す
る
、
な
ど
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
。
参

将
の
何
瓊
詔
ら
に
至
っ
て
は
、
武
器
も
携
帯
せ
ず
気
ま
ま
に
出
て
い
き
、

ま
っ
た
く
紀
律
を
な
い
が
し
ろ
に
し
た
あ
げ
く
、
賊
か
ら
突
然
の
襲
撃

を
受
け
る
や
、
な
り
ふ
り
構
わ
ず
逃
げ
出
し
て
こ
っ
そ
り
帰
っ
て
く
る

な
ど
、
そ
の
罪
は
逃
れ
よ
う
の
な
い
も
の
で
あ
る
。

乃
劉
藻
始
終
深
信
綠
營
捏
飾
之
詞
、
謂
其
貪
功
失
事
、
於
伊
等
情
罪
全

屬
相
背
、
尤
為
憒
憒
。
如
果
貪
功
輕
進
、
方
當
嘉
其
勇
往
、
豈
肯
均
置

重
典
耶
。
前
降
諭
旨
甚
明
、
劉
藻
此
時
、
諒
亦
悟
從
前
査
辦
之
舛
誤

矣
。
又
奏
孟
連
土
司
地
方
、
上
年
時
有
莽
子
往
來 

、
査
據
刁
派
先
稟
稾

（
1
）
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内
、
有
先
係
緬
甸
支
裔
之
語
。
此
在
滇
九
載
以
來
、
未
之
前
聞
、
是
以
無

憑
具
奏
。
而
現
在
莽
匪
猖
獗
、
其
中
不
無
勾
結
串
通
情
弊
。
是
以
奏
請

飭
行
藩
臬
兩
司
、
徹
底
根
究
。
嗣
因
該
土
境
正
在
莽
匪
滋
擾
、
又
札
兩

司
、
緩
其
提
訊
等
語
。
所
奏
俱
不
甚
明
晰
。
劉
藻
即
未
嫻
軍
旅
、
籌
畫

非
其
所
長
、
何
至
心
神
失
據
、
於
章
奏
敘
事
、
亦
不
能
了
了
耶
。

し
か
る
に
劉
藻
は
緑
営
士
官
が
ご
ま
か
し
て
申
し
立
て
る
言
葉
を
終
始

信
じ
込
ん
で
疑
わ
ず
、
彼
ら
は
功
を
焦
っ
て
敗
北
を
喫
し
た
な
ど
と
い

い
、
こ
と
の
実
情
お
よ
び
そ
の
罪
と
ま
っ
た
く
背
馳
し
て
し
ま
っ
て
い

る
の
は
と
り
わ
け
愚
か
し
い
。
も
し
も
功
を
焦
っ
て
軽
々
し
く
前
進
し

た
の
で
あ
れ
ば
、
ま
さ
に
そ
の
勇
敢
に
突
き
進
ん
だ
点
を
評
価
す
べ
き

で
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
彼
ら
を
み
な
重
く
処
罰
し
た
り
し
よ
う
か
。
さ

き
に
降
し
た
諭
旨
は
こ
の
こ
と
を
十
分
明
ら
か
に
し
て
お
り
、
今
で
は

劉
藻
も
こ
れ
ま
で
に
行
な
っ
た
取
り
調
べ
の
誤
り
を
理
解
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
彼
は
ま
た
こ
の
よ
う
に
報
告
し
て
き
た
「
孟
連
土
司
で
は
こ

の
何
年
か
折
に
ふ
れ
莽
子
が
往
き
来
し
て
お
り
、
調
べ
た
と
こ
ろ
刁
派

先
が
上
し
た
報
告
文
書
の
中
に
、
先
祖
は
緬
甸
国
王
の
傍
系
子
孫
で
あ

る
、
と
い
う
語
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
よ
う
な
こ
と
は
雲
南
に
来
て

以
来
の
九
年
間
ず
っ
と
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
で
上
奏
し
よ
う
が

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
今
は
莽
匪
が
好
き
放
題

（
2
）

（
3
）

（
4
）

に
暴
れ
て
お
り
、
そ
の
背
景
に
は
（
孟
連
土
司
と
莽
匪
が
）
気
脈
を
通

じ
て
こ
っ
そ
り
手
を
結
ん
で
い
る
と
い
う
問
題
も
な
く
は
な
い
よ
う
な

の
で
、
そ
れ
で
上
奏
し
て
布
（
政
）
按
（
察
）
両
司
に
命
じ
、
徹
底
的

に
調
査
を
行
な
わ
せ
る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
」
と
。
だ
が
続

い
て
「
当
該
土
司
の
境
界
地
帯
は
ち
ょ
う
ど
莽
匪
が
騒
ぎ
を
起
こ
し
て

い
る
最
中
な
の
で
、
ま
た
布
按
両
司
に
命
じ
、
土
司
に
対
す
る
尋
問
を

延
期
さ
せ
ま
し
た
」
と
も
言
っ
て
き
て
、
そ
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
い
ず

れ
も
す
こ
ぶ
る
明
晰
を
欠
い
て
い
る
。
劉
藻
は
軍
事
に
は
慣
れ
て
お
ら

ず
、
作
戦
を
練
っ
た
り
す
る
こ
と
は
彼
の
得
手
で
な
い
と
し
て
も
、
ど

う
し
て
頭
は
ぼ
ん
や
り
、
上
奏
文
で
事
柄
を
説
明
す
る
こ
と
さ
え
ち
ゃ

ん
と
こ
な
せ
な
い
、
と
い
っ
た
こ
と
に
な
る
の
か
。

（
1�

）「
情
罪
」
と
い
う
語
を
『
漢
語
大
詞
典
』
で
引
い
て
み
る
と
、
た
だ
「
罪

情
」
と
い
う
解
釈
が
記
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
そ
の
罪
の
あ
り
さ

ま
、
内
容
」
と
い
っ
た
意
味
だ
と
し
て
い
る
わ
け
で
、
こ
れ
を
日
本
語
で
表

記
す
れ
ば
、「
罪
状
」
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
た
と

え
ば
『
大
明
律
』
刑
律
・
訴
訟
「
教
唆
詞
訟
」
の
条
に
は
「
増
減
情
罪
」
と

い
う
句
が
あ
る
が
、「
罪
情
」（
罪
状
）
を
増
減
す
る
、
と
い
う
の
は
お
か
し

な
話
で
な
か
ろ
う
か
。

	
　

な
ら
ば
「
情
罪
」
と
は
何
の
謂
い
か
と
言
え
ば
、『
明
律
国
字
解
』
は
こ

の
句
を
説
明
し
て
「
情
罪
は
罪
な
り
。
罪
の
あ
た
り
ま
へ
を
罪
と
云
。
あ
た

り
ま
へ
の
外
に
心
入
の
に
く
き
あ
り
、
心
入
の
少
し
用
捨
す
べ
き
あ
り
、
是

を
情
と
云
」
と
述
べ
て
い
る
。
つ
ま
り
情
は
考
慮
す
べ
き
事
情
、
実
情
の
こ



－ 134 －

と
、
情
罪
と
は
背
景
に
あ
る
事
情
と
そ
の
罪
、
と
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。『
大

清
律
』
の
同
じ
条
文
に
つ
き
、
沈
之
奇
『
輯
註
』
が
「
増
入
本
無
之
罪
、
減

去
実
有
之
情
」
と
説
明
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
は
「
情
罪
」

を
罪
情
、
あ
る
い
は
罪
状
と
は
訳
さ
ず
、
敢
え
て
「
こ
と
の
実
情
お
よ
び
そ

の
罪
」
と
し
て
お
い
た
。
な
お
「
於
伊
等
情
罪
」
の
「
於
」
は
「
与
」
に
同

じ
。

（
2�

）
孟
連
土
司
が
し
き
り
に
緬
甸
と
行
来
し
て
い
る
こ
と
、
お
よ
び
刁
派
先
が

「
緬
甸
支
裔
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
す
で
に
見
た
乾
隆
三
十
一
年
正
月
丙

戌
（
十
六
日
）
上
諭
の
中
に
「
該
撫
（
常
鈞
）
所
奏
、
孟
連
土
司
刁
派
先
係

緬
甸
国
支
裔
、
応
襲
土
司
之
刁
派
新
、
時
与
緬
甸
往
來
」
と
し
て
見
え
て
い

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
乾
隆
帝
は
「
従
前
該
督
撫
等
何
以
並
未
奏
聞
」
と
責

め
た
の
で
、
劉
藻
は
雲
南
に
来
て
以
来
そ
ん
な
こ
と
は
聞
い
た
こ
と
が
な
く
、

真
偽
不
明
の
曖
昧
な
情
報
を
上
聞
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
、
と
弁
明

し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

	

　

た
だ
し
孟
連
土
司
が
「
緬
甸
支
裔
」
で
あ
る
と
い
う
の
は
本
当
の
よ
う
で
、

趙
翼
『
皇
朝
武
功
紀
盛
』
三
、
平
定
緬
甸
述
略
に
は
「（
乾
隆
）
三
十
年
、
莽

紀
覚
死
、
其
弟
懵
駁
嗣
、
即
今
緬
酋
也
。
三
十
一
年
、
賊
復
索
幣
於
我
孟
連

土
司
。
相
伝
孟
連
之
先
、
本
緬
支
子
、
有
緬
酋
所
賜
象
及
金
刀
為
重
器
、
毎

替
襲
必
封
上
旧
所
賜
、
而
更
請
新
者
。
至
是
刀
派
先
嗣
、
緬
酋
遣
人
来
索
旧

物
」
と
あ
る
。「
相
伝
」
で
あ
る
か
ら
確
実
と
は
言
え
な
い
に
せ
よ
、
そ
の
話

を
裏
付
け
る
慣
習
も
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
少
な
く
と
も
広
く
信
じ
ら
れ
て

い
た
伝
承
で
は
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

	

　

な
お
「
稟
稾
」
の
「
稟
」
は
「
稟
報
」「
稟
告
」（
下
級
か
ら
上
級
へ
報
告

す
る
、
ま
た
そ
の
報
告
書
）、「
稾
（
稿
）」
は
「
稿
案
」（
公
文
書
な
い
し
そ

の
底
稿
）
の
意
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
こ
こ
の
「
刁
派
先
稟
稾
」
に
対
し
て
は
、

「
刁
派
先
が
上
し
た
報
告
文
書
」
と
い
う
訳
を
つ
け
て
お
い
た
。

（
3�

）
劉
藻
が
「
在
滇
九
載
以
来
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
雲
南
巡
撫
に
任
じ
ら

れ
当
地
に
や
っ
て
き
た
の
が
乾
隆
二
十
二
年
七
月
、
同
二
十
九
年
六
月
に
雲

貴
総
督
に
昇
任
（『
清
代
職
官
年
表
』
に
よ
る
）
し
、
今
三
十
一
年
初
に
至

る
ま
で
九
年
の
間
、
ず
っ
と
雲
南
に
い
た
た
め
。

（
4�

）
こ
こ
の
「
飭
」
と
下
文
の
「
札
」
は
と
も
に
「
命
ず
る
」
と
い
う
こ
と

で
、
そ
の
意
味
に
格
別
の
相
違
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
清
国

行
政
法
』
第
一
巻
第
二
編
の
概
論
に
「
飭
ト
ハ
上
級
官
庁
カ
下
級
官
庁
ニ
対

シ
テ
発
ス
ル
訓
令
ニ
シ
テ
、
又
札
飭
、
或
ハ
札
諭
ト
モ
云
フ
。
批
答
ト
同
シ

ク
…
…
下
級
官
庁
ハ
均
シ
ク
遵
奉
ノ
義
務
ヲ
負
フ
。
唯
批
答
ハ
下
級
官
庁
ノ

伺
、
又
ハ
認
可
申
請
ア
リ
テ
始
メ
テ
之
ヲ
発
ス
ル
ニ
反
シ
、
飭
ハ
上
級
官
庁

カ
職
権
ニ
依
リ
テ
当
然
之
ヲ
発
」
す
る
、
と
あ
る
の
を
参
照
。
な
お
「
飭
行
」

の
「
行
」
は
「
行
文
」、
文
書
を
送
る
の
意
。

其
庸
懦
無
能
之
處
、
如
前
次
聞
猛
往
失
事
之
信
、
遽
由
思
茅
退
回
普
洱
。

幸
而
莽
匪
蠢
野
無
知
、不
過
騷
擾
土
司
邊
境
。
若
窺
見
伊
等
如
此
餒
怯
、

則
普
洱
思
茅
一
帶
、
能
保
無
疏
虞
乎
。
即
此
、
則
糊
塗
不
能
勝
任
、
已

可
概
見
。
此
事
總
非
劉
藻
所
能
辦
理
。
著
將
二
摺
鈔
寄
楊
應
琚
閱
看
。

於
到
任
後
、
逐
一
悉
心
査
辦
、
據
實
覆
奏
。
尋
奏
、
三
月
初
八
日
、
行

抵
雲
南
省
城
。
所
有
沿
途
節
次
接
奉
廷
寄
、
當
逐
一
悉
心
査
辦
。
務
得

確
情
、
不
敢
稍
有
不
實
不
盡
。
得
旨
、
覽
、
但
不
存
迴
護
已
往
不
究
之

意
、
自
然
能
實
能
盡
。

彼
が
臆
病
で
無
能
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
さ
き
に
猛
往
が
破

ら
れ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
聞
く
や
、
す
ぐ
に
思
茅
か
ら
普
洱
に
引
き
下

（
1
）
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が
ろ
う
と
し
た
こ
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
さ
い
わ
い
莽
匪
は
愚
か
に
し
て

野
蛮
無
知
で
、
土
司
の
境
界
地
帯
を
騒
が
す
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
も
し

劉
藻
ら
が
こ
れ
ほ
ど
に
意
気
地
な
し
で
あ
る
と
見
抜
い
て
お
れ
ば
、
普

洱
・
思
茅
の
一
帯
は
大
丈
夫
で
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
だ
ろ
う
。
こ

の
こ
と
だ
け
で
も
、
彼
が
事
を
わ
き
ま
え
ず
総
督
の
任
に
堪
え
な
い
こ

と
は
お
お
よ
そ
了
解
さ
れ
よ
う
。
こ
の
案
件
は
要
す
る
に
劉
藻
の
処
理

し
う
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
二
通
の
奏
摺
の
写
し
を
楊
応
琚
に
送
っ
て

読
ま
せ
、
着
任
し
た
ら
一
々
力
を
尽
く
し
て
処
理
し
、
あ
り
の
ま
ま
に

返
答
せ
よ
」
と
。
つ
い
で
楊
応
琚
が
上
奏
し
て
き
た
こ
と
に
「
三
月
初

八
日
、
も
う
す
ぐ
雲
南
省
城
（
昆
明
）
に
到
着
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
ま

で
赴
任
の
道
中
で
次
々
と
拝
受
し
た
廷
寄
（
総
督
楊
応
挙
に
対
し
て
送

ら
れ
た
非
公
開
の
上
諭
、
寄
信
上
諭
）
に
つ
い
て
は
、
一
々
力
を
尽
く

し
て
処
理
し
、
つ
と
め
て
確
か
な
実
情
を
得
る
よ
う
に
し
、
わ
ず
か
で

も
事
実
に
違
っ
て
い
た
り
何
か
を
隠
し
立
て
し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
致
し
ま
す
」
と
。
ご
返
答
。「
読
ん
だ
。
す
で
に
起
こ
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
と
庇
い
だ
て
し
て
追
及
し
な
い
、
と
い
う
考
え
を
懐
き
さ

え
し
な
け
れ
ば
、
お
の
ず
と
事
実
ど
お
り
隠
し
立
て
な
ど
な
し
と
な
り

え
よ
う
」。

（
1�

）「
廷
寄
」
と
は
軍
機
処
よ
り
関
係
官
に
送
付
さ
れ
る
非
公
開
の
「
寄
信
上

諭
」
を
謂
い
、
内
閣
よ
り
広
く
一
般
に
発
布
さ
れ
る
「
明
発
上
諭
」
と
対
を

な
す
。
趙
翼
『
簷
曝
雑
記
』
一
、
廷
寄
に
云
う
「
軍
機
処
有
廷
寄
諭
旨
。
凡

機
事
慮
漏
泄
、
不
便
発
抄
者
、
則
軍
機
大
臣
面
承
後
、
撰
擬
進
呈
、
発
出
即

封
入
紙
函
、
用
辦
理
軍
機
処
銀
印
鈐
之
、
交
兵
部
加
封
、
発
駅
馳
逓
。
…
…

此
例
自
雍
正
年
間
始
」
と
。
ま
た
梁
章
鉅
『
枢
垣
記
略
』
十
三
に
云
う
「
軍

機
処
繕
写
諭
旨
之
式
、
凡
特
降
者
、
曰
内
閣
奉
上
諭
、
因
所
奏
請
而
降
者
、

曰
奉
旨
。
…
…
述
旨
（「
撰
述
諭
旨
」、
軍
機
処
の
諭
旨
擬
稿
。『
簷
曝
雑
記
』

一
、
軍
機
処
撰
擬
之
速
を
参
照
）
発
下
後
、
即
交
内
閣
伝
鈔
、
謂
之
明
発
。

其
諭
令
軍
機
大
臣
行
、
不
由
内
閣
伝
鈔
者
、
謂
之
寄
信
、
外
間
謂
之
廷
寄
。

…
…
径
由
軍
機
処
封
交
兵
部
捷
報
処
逓
往
」
と
。
趙
梁
両
氏
の
言
う
と
こ
ろ

を
見
れ
ば
、
も
っ
て
「
廷
寄
（
寄
信
）」
の
何
た
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き

よ
う
。

（�
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